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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
、
世
界
は
名
実
共
に
激
動
の
年

と
な
り
ま
し
た
。
１
年
が
早
く
経
過
し
た

感
を
抱
き
ま
す
。
残
念
乍
ら
戦
争
や
戦
闘

が
続
き
ま
し
た
。
多
く
の
国
で
選
挙
も
あ

り
ま
し
た
。
最
も
注
目
さ
れ
た
の
は
、
米

国
の
選
挙
で
し
た
。
そ
れ
は
、
色
々
の
意

味
で
衝
撃
的
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
ト

ラ
ン
プ
前
大
統
領
と
共
和
党
が
圧
勝
し
、

大
統
領
、
上
下
両
院
の
三
つ
の
重
要
機
関

を
独
占
す
る
「
ト
ラ
イ
フ
ェ
ク
タ
」
に
な

り
ま
し
た
。
数
年
前
に
経
験
済
み
と
は
い

え
、
こ
れ
か
ら
４
年
多
く
の
こ
と
が
心
配

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
も
、
関

係
国
の
協
力
が
必
要
で
す
。
新
年
が
世
界

に
と
り
よ
り
良
い
年
に
な
る
こ
と
を
念
願

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
協
会
の
活
動
も
、
昨
年
は
漸
く
コ
ロ

ナ
か
ら
正
常
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の

活
動
は
こ
の
会
報
で
も
詳
し
く
報
告
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
大

変
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
実

施
に
当
た
り
、
多
く
の
方
々
に
ご
支
援
、

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
新
年
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
創
設　

50
周
年
に
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
有
意
義

な
活
動
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

＊
＊
＊

　

昨
年
の
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
カ
リ

ブ
５
か
国
文
化
関
係
招
待
計
画
を
実
施
し

ま
し
た
。
10
月
、
５
か
国
か
ら
９
人
の
関

係
者
が
訪
日
し
ま
し
た
。
東
京
、
京
都
、

金
沢
で
我
が
国
の
文
化
遺
産
を
訪
問
し
、

ま
た
文
化
の
継
承
や
促
進
を
図
っ
て
お
ら

れ
る
方
々
と
の
会
合
等
も
行
い
ま
し
た
。

京
都
で
は
、
能
楽
師
の
河
村
晴
久
先
生
に

お
願
い
し
て
、
河
村
能
舞
台
に
代
表
団
を

受
け
入
れ
て
頂
き
ま
し
た
。
訪
日
に
つ
き

参
加
者
か
ら
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
は
千

年
の
歴
史
が
あ
る
こ
と
に
圧
倒
さ
れ
た
、

日
本
と
自
分
達
の
国
と
の
間
で
の
類
似
性

や
相
違
に
つ
い
て
一
層
理
解
が
出
来
た
等

の
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
日

本
の
文
化
を
見
て
、
自
分
達
の
文
化
を
も

再
認
識
し
て
帰
国
し
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
歴
史
に
揉
ま
れ
た
文
化
は
、

ど
こ
で
あ
れ
、
心
が
和
み
ま
す
。

２
０
２
５
年
１
月

一
般
財
団
法
人 

国
際
協
力
推
進
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
） 

理
事
長 

重
家 

俊
範

カリブ 5 カ国文化関係者招待計画

太平洋・カリブ記者招待計画 2024

10 月 第 410 回早朝国際情勢講演会
（講師：前駐ベトナム特命全権大使　山田 滝雄 氏）

第 411 回早朝国際情勢講演会
（講師：外務省北米局審議官　熊谷 直樹 氏）

第 412 回早朝国際情勢講演会
（講師：外務省中東アフリカ局長　安藤 俊英 氏）

11 月

12 月

6 月

7 月

ジャマイカでの日本語スピーチコンテスト開催支援

太平洋・カリブ学生招待計画 2024

第 407 回早朝国際情勢講演会
（講師：外務審議官（経済担当）　小野 啓一 氏）

第 408 回早朝国際情勢講演会
（講師：前駐フィリピン特命全権大使　越川 和彦 氏）

9 月

パラオ女性大酋長招待計画

第 409 回早朝国際情勢講演会
（講師：前駐韓国特命全権大使　相星 孝一 氏）

第 6 期 APIC-MCT 留学生が上智大学大学院を卒業

第 9 期ザビエル留学生、第 8 期 APIC-MCT 留学生、
第 2 期 UWI 留学生が上智大学／大学院に入学

8 月
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の
約
３
週
間
に
わ
た
るSum

m
er Session

を
通
じ
て
、
日
本
の
文
化
、
教
育
、
歴
史
、

社
会
、
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
、
芸
術
、
日
本

語
、
東
ア
ジ
ア
の
社
会
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
世
界
中
か
ら
参
加
す
る
他

の
大
学
生
た
ち
と
交
流
す
る
機
会
も
多
く
、

多
文
化
・
多
様
な
背
景
を
持
つ
人
々
と
共
に

学
び
合
う
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

を
見
学
し
、
山
車
会
館
で
祭
り
の
歴
史
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
屋
台
で
の

買
い
物
を
し
た
り
、「
小
江
戸
」
と
呼
ば
れ

る
佐
原
の
町
並
み
を
散
策
し
た
り
と
、
祭
り

の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

修
了
式
・
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
最
終
日
に
は
、
上
智
大
学
に

て
修
了
式
と
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
修
了
式
で
は
、
側
嶋
秀
展

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
常
務
理
事
代
行
お
よ
び
森
下
哲
郎

上
智
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
担
当
副
学
長

が
挨
拶
し
て
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評
価
を
述

べ
、
側
嶋
常
務
理
事
代
行
か
ら
学
生
一
人
ひ

と
り
に
修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
学
生
た
ち
はSum

m
er Session

で

の
受
講
授
業
、
自
国
と
日
本
の
文
化
・
慣

習
等
の
比
較
や
訪
れ
た
場
所
な
ど
の
滞
在
中

週
末
の
日
本
文
化
体
験

　

週
末
に
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
主
催
の
観
光
ツ

ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
６
月
28
日
に
は

都
内
観
光
で
、
都
内
を
一
望
で
き
る
オ
ー
プ

ン
ト
ッ
プ
バ
ス
ツ
ア
ー
と
江
戸
切
子
を
体
験

し
、
浅
草
を
訪
問
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
学

生
た
ち
は
、
東
京
の
全
体
像
を
把
握
し
、
日

本
文
化
に
触
れ
る
初
め
て
の
機
会
に
感
動
し

て
い
ま
し
た
。
特
に
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
か
ら
浅

草
寺
、
国
会
議
事
堂
な
ど
の
新
旧
の
建
造
物上から、フェアウェルパーティ、上智大学学生食堂、浅草観光

が
融
合
す
る
都
市
の
姿
に
驚
き
、
目
に
映
る

す
べ
て
が
彼
ら
に
と
っ
て
新
鮮
な
体
験
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
ま
し
た
。

　

７
月
６
日
に
は
、
横
浜
を
訪
れ
ま
し
た
。

日
本
郵
船
氷
川
丸
、
横
浜
中
華
街
、
カ
ッ
プ

ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
コ
ス
モ
ワ
ー
ル

ド
と
い
っ
た
多
様
な
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
一
日

で
し
た
。
特
に
氷
川
丸
の
見
学
で
は
、
島
嶼

国
か
ら
来
た
学
生
た
ち
が
そ
の
歴
史
や
役
割

に
大
変
興
味
を
持
ち
、
真
剣
に
見
学
し
て
い

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
当
初
、
赤
レ
ン
ガ

倉
庫
訪
問
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ス

モ
ワ
ー
ル
ド
の
観
覧
車
な
ど
自
国
に
は
な
い

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
目
に
し
た
学
生
か
ら
の

要
望
に
よ
り
現
地
で
変
更
し
ま
し
た
。
観
覧

車
か
ら
見
渡
す
横
浜
の
一
望
に
驚
い
て
い
る

様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

　

７
月
13
日
に
は
、
株
式
会
社
エ
ヌ
ア
イ
デ

イ
の
協
力
の
も
と
、
千
葉
県
香
取
市
佐
原
を

訪
れ
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
千
葉
県
立
佐
原

高
等
学
校
の
生
徒
た
ち
と
交
流
し
、
香
取
神

宮
を
参
拝
、
学
業
成
就
の
ご
祈
祷
を
受
け
ま

し
た
。
高
校
生
た
ち
に
と
っ
て
、
普
段
接
す

る
こ
と
の
な
い
国
の
人
々
と
の
貴
重
な
機
会

で
あ
り
、
別
れ
際
に
は
名
残
惜
し
さ
を
感
じ

る
学
生
も
多
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
交
換
し
て
今
後
も

交
流
を
続
け
る
こ
と
を
約
束
す
る
場
面
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
佐
原
の
大
祭 

夏

祭
り
」
に
参
加
し
、
実
際
に
曳
か
れ
る
山
車

に
受
け
た
知
的
刺
激
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
一
部
の
学
生

は
、
初
め
て
親
元
を
長
期
で
離
れ
た
経
験

だ
っ
た
よ
う
で
、
感
情
が
高
ぶ
り
涙
を
流
す

場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー

テ
ィ
で
は
側
嶋
常
務
理
事
代
行
に
よ
る
開
会

の
辞
の
後
、
来
賓
と
し
て
ボ
ー
駐
日
ジ
ャ
マ

イ
カ
大
使
館
一
等
書
記
官
が
挨
拶
し
、
島
内

憲
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
評
議
員
（
元
ブ
ラ
ジ
ル
大
使
）

が
学
生
た
ち
に
は
将
来
日
本
と
の
架
け
橋
と

し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
い
う
激
励
の
言
葉

を
贈
り
乾
杯
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
実
施
中
に
昨
年
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
た
セ
ン
ト
ル
シ
ア
出
身
の
ジ
ャ
ニ
ー

ヌ
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
さ
ん
が
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ

1. 都内バスツアーの様子　2. 横浜のカップヌードルミュージアムにて　3. 「佐原の大祭」にて

修了式でのプレゼンテーションの様子

太平洋・カリブ事業

太平洋・カリブ
学生招待計画
Student Invitation Program

2024

太平洋・カリブ事業

ラ
ム
に
合
格
し
、
８
月
か
ら
鹿
児
島
の
高
校

に
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
と
し
て
働

く
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
彼
女
の
活
躍

は
今
年
の
参
加
学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き

な
励
み
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
年
の
参

加
学
生
も
、
日
本
へ
の
留
学
や
日
本
と
自
国

と
の
架
け
橋
と
し
て
の
活
躍
を
期
待
し
ま

す
。
遅
れ
て
他
用
か
ら
駆
け
つ
け
た
重
家
俊

範
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
理
事
長
も
学
生
た
ち
と
懇
談
し

ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
多
く
の
学

生
が
日
本
の
文
化
や
社
会
に
触
れ
、
国
際
的

な
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
将

来
、
彼
ら
が
日
本
と
の
友
好
関
係
を
深
め
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
活
躍
す
る
姿
を
見
る

の
が
楽
し
み
で
す
。

　

２
０
２
４
年
６
月
26
日
か
ら
７
月
20
日
ま

で
の
約
３
週
間
、
太
平
洋
・
カ
リ
ブ
地
域
か

ら
計
10
名
の
大
学
生
を
招
待
し
ま
し
た
。
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
日
本
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
的
な
交
流

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

招
待
さ
れ
た
学
生
た
ち
は
、
日
本
滞
在
中
、

上
智
大
学
の
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム“Sum

m
er 

Session in East Asian Studies”

（
以
下
、

Sum
m

er Session

）
に
参
加
し
、
週
末
に

は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
主
催
の
観
光
ツ
ア
ー
を
通
じ
て

日
本
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

参
加
者
は
学
び
と
共
に
、
異
な
る
文
化
背
景

を
持
つ
学
生
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
、
日
本

の
多
様
な
社
会
を
直
接
体
感
す
る
機
会
を
得

ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

　

こ
の
招
待
計
画
は
、
夏
季
に
実
施
さ
れ
る

の
は
今
年
で
２
回
目
と
な
り
、
冬
季
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
合
わ
せ
て
計
７
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
す
。
今
回
の
参
加
学
生
は
、
太
平
洋
地
域

か
ら
５
名
（
フ
ィ
ジ
ー
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

パ
ラ
オ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
、
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
）、
カ
リ
ブ
地
域
か
ら
５
名
（
ジ
ャ

マ
イ
カ
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
、
バ
ル

バ
ド
ス
、
ア
ン
テ
ィ
グ
ア
・
バ
ー
ブ
ー
ダ
、

セ
ン
ト
ル
シ
ア
）
で
す
。

　

学
生
た
ち
は
、
７
月
１
日
か
ら
19
日
ま
で

2

3

1
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太平洋・カリブ事業 太平洋・カリブ学生招待計画2024

　

私
は
ア
シ
ュ
リ
ー
・
キ
ン
チ
、
バ
ル
バ
ド
ス

の
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
（
Ｕ
Ｗ
Ｉ
）
で
心
理
学

を
学
ぶ
19
歳
で
す
。
こ
の
夏
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
Ｕ

Ｗ
Ｉ
の
提
携
に
よ
り
、
日
本
を
訪
れ
る
貴
重
な

機
会
を
得
ま
し
た
。上
智
大
学
サ
マ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
の
授
業
を
通
じ
て
、
日
本
の
文
化
や
歴
史

を
学
び
な
が
ら
、
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
学
生

た
ち
と
交
流
す
る
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

カ
リ
ブ
海
の
島
国
か
ら
来
た
私
に
と
っ
て
、

日
本
は
到
着
し
た
瞬
間
か
ら
驚
き
の
連
続
で
し

た
。
ま
ず
目
に
入
っ
た
の
は
、
早
朝
の
明
る
い

空
で
し
た
。
午
前
６
時
の
到
着
時
に
は
す
で
に

日
が
昇
り
、「
日
の
出
の
国
」
と
呼
ば
れ
る
日
本

の
魅
力
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ル
バ
ド

ス
で
は
日
没
が
早
い
た
め
、
東
京
で
夜
７
時
で

も
明
る
さ
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚

え
ま
し
た
。
他
に
も
、
夜
空
に
星
が
見
え
な
い

こ
と
や
、
梅
雨
の
時
期
な
ら
で
は
の
長
時
間
降

り
続
く
雨
、
日
本
特
有
の
湿
度
の
高
さ
に
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。
熱
帯
気
候
に
慣
れ
て
い
る
私
で

も
、
日
本
の
蒸
し
暑
さ
や
霧
の
発
生
は
新
鮮
な

経
験
で
し
た
。

　

週
末
の
観
光
で
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
企
画
し
た

ツ
ア
ー
を
通
じ
て
日
本
の
多
彩
な
魅
力
を
発
見

し
ま
し
た
。
最
初
の
週
末
に
は
、
皇
居
や
国
会

議
事
堂
、
東
京
タ
ワ
ー
、
浅
草
寺
な
ど
を
巡
る

東
京
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
江
戸
切
子
の
一

日
体
験
で
伝
統
工
芸
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。
次
の
週
末
に
は
横
浜
を
訪
れ
、
山
下
公

園
や
中
華
街
、
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
な
ど
を
探
索
し
ま
し
た
。
コ
ス
モ
ワ
ー
ル
ド

で
は
初
め
て
観
覧
車
に
乗
り
、「
太
鼓
の
達
人
」

に
挑
戦
す
る
な
ど
、日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー

を
楽
し
む
時
間
も
特
別
な
思
い
出
と
な
り
ま
し

た
。

　

最
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
千
葉
県
佐
原
で

の
体
験
で
す
。
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
東
京
と

は
対
照
的
に
、
佐
原
は
自
然
豊
か
な
風
景
が
広

が
る
場
所
で
し
た
。
田
園
地
帯
や
森
林
、
小
川

に
囲
ま
れ
た
静
か
な
環
境
で
、
日
本
の
美
し
い

自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。
佐
原
高
校
の
生
徒
た

ち
と
昼
食
を
共
に
し
、
香
取
神
宮
で
の
祈
祷
に

も
参
加
す
る
中
で
、
彼
ら
の
温
か
さ
に
触
れ
、

短
い
時
間
な
が
ら
深
い
絆
を
築
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
佐
原
の
大
祭
で
は
山
車
の
迫

力
や
伝
統
文
化
の
魅
力
を
感
じ
、
祭
り
を
支
え

る
人
々
の
情
熱
に
感
動
し
ま
し
た
。
山
車
会
館

で
学
ん
だ
歴
史
や
意
義
は
、
私
に
日
本
文
化
の

奥
深
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
私
は
多
く
の

こ
と
を
学
び
、
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

異
な
る
文
化
的
背
景
を
持
つ
人
々
と
の
交
流
を

通
じ
て
、
自
分
の
価
値
観
を
広
げ
、
生
涯
の
友

情
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
財
産

で
す
。
こ
の
経
験
を
支
え
て
く
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

と
Ｕ
Ｗ
Ｉ
に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
的
背
景
、
民
族
、
人
種
の
人
々

と
出
会
い
、
彼
ら
と
生
涯
に
わ
た
る
友
情
や
絆

を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
忘
れ

ら
れ
な
い
経
験
を
大
切
に
し
、
い
つ
か
再
び
日

本
を
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
休
み
は
、
私
に
と
っ
て
記
憶
に
残

る
特
別
な
も
の
と
な
り
、
２
０
２
４
年
の
ハ
イ

ラ
イ
ト
で
し
た
。
18
歳
の
私
が
夢
見
て
い
た「
未

来
を
生
き
る
国
、
日
本
」
に
、
22
歳
で
訪
れ
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
サ
ポ
ー
ト

の
お
か
げ
で
上
智
大
学
の
東
ア
ジ
ア
研
究
サ

マ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
で
き
た
か
ら
で
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
単
に
夢
を
叶
え
る
だ
け

で
な
く
、
学
び
の
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。
南
太

平
洋
大
学
を
代
表
し
て
参
加
し
た
私
は
、
自
分

の
島
（”m

y vauna”

）
の
存
在
も
背
負
い
、
日

本
で
得
た
知
識
や
経
験
を
持
ち
帰
る
決
意
で
臨

み
ま
し
た
。

　

到
着
直
後
、
東
京
の
夜
景
や
明
る
い
街
の
光

に
圧
倒
さ
れ
、
24
日
間
に
わ
た
る
冒
険
の
始
ま

り
を
感
じ
ま
し
た
。
上
智
大
学
で
の
授
業
は
、

刺
激
的
で
厳
し
い
も
の
で
し
た
が
、
新
し
い
知

見
や
ス
キ
ル
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
世

界
中
か
ら
集
ま
っ
た
優
秀
な
学
生
た
ち
と
の
意

見
交
換
や
、
教
授
陣
の
指
導
を
受
け
る
機
会
は
、

学
問
的
に
も
個
人
的
に
も
大
き
な
価
値
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
日
本
の
大
学
生
と
し
て
の
生
活

を
体
験
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
貴
重
で
感
動
的

な
経
験
で
し
た
。

　

授
業
外
で
も
、
日
本
の
日
常
生
活
や
文
化
に

ど
っ
ぷ
り
浸
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
東
京
の

鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
い
こ
な
し
、
渋
谷
、

新
宿
、
原
宿
と
い
っ
た
街
を
探
検
す
る
日
々
は
、

新
た
な
発
見
の
連
続
で
し
た
。
特
に
、
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｃ
主
催
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
で
は
、
歴
史

的
な
場
所
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
授
業
で
学
ん
だ

知
識
が
実
際
の
体
験
と
し
て
深
く
刻
ま
れ
ま
し

た
。
氷
川
丸
の
展
示
や
香
取
神
宮
で
の
体
験
を

通
じ
、
日
本
の
伝
統
や
文
化
が
現
代
社
会
に
ど

の
よ
う
に
息
づ
い
て
い
る
の
か
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
一
生

の
友
人
た
ち
と
出
会
え
た
こ
と
も
、
大
き
な
財

産
と
な
り
ま
し
た
。
共
に
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン

の
食
べ
物
を
「
試
し
て
評
価
」
し
た
り
、
横
浜

の
観
覧
車
で
高
所
恐
怖
症
を
克
服
し
た
り
す
る

中
で
、
絆
を
深
め
ま
し
た
。
彼
ら
と
の
共
有
の

瞬
間
は
、
私
に
と
っ
て
日
本
で
の
「
も
う
一
つ

の
家
」
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
夏
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
個
人
的
に
も
学

問
的
に
も
深
く
影
響
を
与
え
る
も
の
で
し
た
。

日
本
で
の
時
間
は
、
私
を
快
適
な
場
所
か
ら
引

き
離
し
、
自
分
自
身
を
見
つ
け
、
個
人
と
し
て

成
長
す
る
た
め
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。
日

本
の
社
会
に
浸
り
、
新
し
い
友
人
を
作
り
、
個

人
的
な
挑
戦
や
「
恐
怖
」
を
克
服
す
る
す
べ
て

の
瞬
間
が
、
私
の
日
本
や
東
ア
ジ
ア
地
域
、
そ

し
て
世
界
に
対
す
る
理
解
と
視
点
を
豊
か
に
し
、

形
作
り
ま
し
た
。
こ
の
忘
れ
ら
れ
な
い
旅
か
ら

得
た
教
訓
と
価
値
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

太
平
洋
の
東
に
位
置
し
、
祭
り
の
太
鼓
の
音

が
響
く
神
秘
的
な
日
本
。
こ
の
国
は
、
私
に
と
っ

て
特
別
な
思
い
出
が
刻
ま
れ
る
場
所
と
な
り
ま

し
た
。
日
本
を
訪
れ
る
機
会
を
夢
見
て
い
た
私

に
と
っ
て
、
そ
の
機
会
が
想
像
よ
り
も
早
く
訪

れ
た
こ
と
は
、
と
て
も
幸
運
な
出
来
事
で
し
た
。

　

到
着
後
最
初
の
土
曜
日
、
は
と
バ
ス
ツ
ア
ー

で
東
京
の
名
所
を
巡
り
ま
し
た
。
皇
居
、
国
会

議
事
堂
、
東
京
タ
ワ
ー
な
ど
、
こ
れ
ま
で
写
真

で
し
か
見
た
こ
と
の
な
い
場
所
を
実
際
に
目
の

当
た
り
に
す
る
体
験
は
、
現
実
離
れ
し
た
感
覚

で
し
た
。
そ
の
壮
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、

私
が
特
に
感
銘
を
受
け
た
の
は
「
些
細
な
こ
と
」

で
し
た
。
広
大
な
道
路
や
庭
園
、
高
層
ビ
ル
、
芸

術
的
な
建
築
物
な
ど
、
日
常
の
中
で
目
に
す
る

も
の
す
べ
て
が
新
鮮
で
、
感
謝
の
念
が
湧
き
上

が
り
ま
し
た
。

　

浅
草
で
は
江
戸
切
子
の
体
験
を
通
じ
て
、
日

本
の
伝
統
工
芸
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
横
浜
で
は
日
本
郵
船
氷
川
丸
を
見
学
し
、

山
下
公
園
の
美
し
い
花
壇
を
散
策
し
ま
し
た
。
横

浜
の
魅
力
は
、
大
都
会
で
あ
り
な
が
ら
静
け
さ
を

感
じ
ら
れ
る
場
所
が
あ
る
こ
と
で
す
。
同
じ
日
に

訪
れ
た
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
を
デ
ザ
イ
ン

す
る
楽
し
さ
を
味
わ
い
、
最
後
に
は
横
浜
コ
ス

モ
ワ
ー
ル
ド
で
観
覧
車
や
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム

を
楽
し
む
特
別
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ

の
予
定
外
の
活
動
が
急
き
ょ
追
加
さ
れ
た
の
も
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
柔
軟
さ
と
学
生
の
意
見
を
尊
重

す
る
姿
勢
を
感
じ
ら
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
し
た
。

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
千
葉
県
佐
原
で
の

文
化
体
験
で
す
。
佐
原
高
校
の
生
徒
た
ち
と
昼

食
を
共
に
し
、
彼
ら
と
の
会
話
を
通
じ
て
生
活

や
学
び
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
心

温
ま
る
瞬
間
で
し
た
。
別
れ
際
に
は
予
想
以
上

に
寂
し
さ
を
感
じ
る
ほ
ど
、
短
時
間
で
絆
を
築

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
佐
原
の
町
並
み
を
歩

く
中
で
、
江
戸
時
代
の
風
情
を
そ
の
ま
ま
残
す

運
河
の
景
色
や
、
祭
り
の
賑
わ
い
を
堪
能
し
ま

し
た
。
自
然
豊
か
な
環
境
の
中
で
の
新
鮮
な
空

気
や
美
味
し
い
屋
台
料
理
は
、
日
本
文
化
の
一

端
に
触
れ
る
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
上
智
大
学
で
の
時
間
も
忘
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
学
問
的
に
豊
か
で
刺
激

的
な
環
境
で
学
べ
た
こ
と
に
対
し
て
、
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
仲

間
た
ち
や
新
た
に
で
き
た
友
人
た
ち
と
一
緒
に

キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
う
日
々
が
楽
し
み
で
、
貴
重

な
瞬
間
を
共
有
し
な
が
ら
、
豊
富
な
知
識
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、
Ｕ
Ｗ
Ｉ
グ
ロ
ー

バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
と
し
て
、
こ
れ
が
初

め
て
の
本
格
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
体
験
で
し
た
が
、

真
の
大
学
生
活
を
始
め
る
の
に
こ
れ
以
上
な
い

場
所
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
多

く
の
素
晴
ら
し
い
人
々
と
出
会
い
、
今
で
は
「
見

つ
け
た
家
族
」
と
呼
べ
る
友
人
も
で
き
ま
し
た
。

彼
ら
に
再
会
で
き
る
日
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

　

飛
行
機
が
下
降
し
、
日
本
の
地
上
の
景
色
が

見
え
始
め
た
瞬
間
、
こ
の
24
日
間
の
旅
が
人
生

を
変
え
る
体
験
に
な
る
予
感
が
し
ま
し
た
。
風

力
発
電
の
風
車
や
広
が
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
田

ん
ぼ
の
横
に
並
ぶ
町
々
な
ど
、
初
め
て
目
に
す

る
日
本
の
光
景
に
心
が
躍
り
ま
し
た
。
空
港
に

到
着
す
る
と
、
日
本
特
有
の
お
も
て
な
し
の
心

と
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
私
を

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
特
急
列
車
で

東
京
に
向
か
い
、
平
日
は
上
智
大
学
で
の
充
実

し
た
授
業
、
週
末
は
日
本
文
化
や
観
光
を
体
験

す
る
と
い
う
日
々
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

上
智
大
学
で
は
、
優
れ
た
教
授
陣
か
ら
貴
重

な
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
授
業
で

は
新
し
い
学
び
や
ス
キ
ル
を
吸
収
し
、
従
来
の

考
え
方
に
挑
戦
す
る
刺
激
的
な
環
境
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
問
的
な
発
見
だ
け
で

な
く
、
異
な
る
文
化
や
背
景
を
持
つ
学
生
た
ち

と
の
交
流
を
通
じ
て
、
多
様
な
視
点
を
共
有
す

る
貴
重
な
経
験
を
得
ま
し
た
。
こ
の
学
び
は
私

の
価
値
観
を
広
げ
、
成
長
を
促
し
て
く
れ
る
も

の
で
し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
週
末
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
や
自
由
時
間
を
使
っ
た

日
本
の
文
化
体
験
で
す
。
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
バ

ス
で
の
東
京
観
光
で
は
、
東
京
タ
ワ
ー
や
浅
草

寺
な
ど
、
現
代
建
築
と
伝
統
建
築
が
混
在
す
る

光
景
に
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
横
浜
で
は
、

日
米
の
海
上
貿
易
の
歴
史
を
学
び
な
が
ら
、
中

華
街
や
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪

れ
る
な
ど
、
歴
史
と
現
代
の
魅
力
を
存
分
に
味

わ
い
ま
し
た
。
最
後
の
週
末
に
は
佐
原
の
神
社

や
祭
り
を
訪
れ
、
美
し
い
屋
台
料
理
を
楽
し
む

中
で
日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

東
京
で
の
自
由
時
間
も
ま
た
特
別
な
体
験
で

し
た
。
渋
谷
、
銀
座
、
原
宿
と
い
っ
た
街
を
散

策
し
、
夏
の
花
々
や
鮮
や
か
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

香
り
豊
か
な
日
本
料
理
に
囲
ま
れ
る
中
で
、
東

京
の
多
彩
な
文
化
を
満
喫
し
ま
し
た
。
街
ご
と

に
異
な
る
雰
囲
気
を
感
じ
な
が
ら
、
日
本
の
日

常
生
活
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
る
こ
と
が
で
き
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
旅
を
特
別
な
も
の
に
し
て
く

れ
た
最
大
の
要
因
は
、
仲
間
と
の
出
会
い
で
す
。

世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
多
様
な
背
景
を
持
つ
仲

間
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
を
持
ち
、
私
に

新
し
い
視
点
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
ら
と

の
交
流
は
、
私
の
従
来
の
価
値
観
を
問
い
直
す

き
っ
か
け
と
な
り
、
自
分
自
身
の
興
味
や
信
念

に
つ
い
て
深
く
考
え
る
時
間
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。
一
緒
に
過
ご
し
た
時
間
、
無
数
の
思
い

出
、
そ
し
て
感
じ
た
愛
や
優
し
さ
は
、
私
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。

　
「
忘
れ
ら
れ
な
い
」「
人
生
を
変
え
る
」「
一
生

に
一
度
」
―
―
そ
ん
な
言
葉
を
使
っ
て
も
、
こ

の
旅
の
全
て
を
表
現
す
る
の
は
難
し
い
ほ
ど
、

特
別
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
文
化
や

伝
統
に
触
れ
、
新
た
な
仲
間
や
指
導
者
と
深
い

関
係
を
築
く
中
で
、
私
の
自
己
や
人
生
に
対
す

る
見
方
は
永
遠
に
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
じ
て
得
た
全
て
の
瞬
間
と
学
び
に

感
謝
し
、
い
つ
か
再
び
仲
間
た
ち
と
日
本
で
再

会
で
き
る
日
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

プログラムに参加した 10 名の学生のうち、4 名の感想文を掲載しています。（APIC による仮訳（要約））

西インド諸島大学 グローバル校
University of the West Indies (Global Campus)

ガブリエル・ウォルシュ さん
Ms. Gabrielle Walsh

南太平洋大学
University of the South Pacific

レティーラ・メール さん
Ms. Letila Male

フィジー

西インド諸島大学 ケイブヒル校
University of the West Indies (Cave Hill Campus)

アシュリー・キンチ さん
Ms. Ashlee Kinch

バルバドス

セントルシア

パラオ短期大学
Palau Community College

キンラン・ヤーク さん
Mr. Quinlan Yaoch

パラオ

参加した学生の声参加した学生の声



8 APIC No.19 ・ January 2025 7APIC No.19 ・ January 2025

太平洋・カリブ事業

太平洋・カリブ
記者招待計画
APIC Japan Journalism Fellowship

2024

　

２
０
２
４
年
9
月
27
日
か
ら
10
月
７
日
ま

で
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、
公
益
財
団
法
人
フ
ォ
ー

リ
ン
・
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
（
Ｆ
Ｐ
Ｃ
Ｊ
）
の

協
力
の
も
と
、
島
根
県
の
海
士
町
な
ど
に
お

け
る
環
境
・
観
光
等
の
側
面
を
含
め
た
日
本

の
地
方
振
興
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
太
平
洋
島

嶼
国
か
ら
４
名
、
カ
リ
ブ
諸
国
か
ら
２
名
の

記
者
の
参
加
を
得
て
、「
太
平
洋
・
カ
リ
ブ

記
者
招
待
計
画
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、フ
ィ
ジ
ー
か
ら
ラ
イ
セ
ア
ナ
・

ナ
シ
ー
ガ
氏
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
か
ら
イ
ー

ブ
・
バ
ー
ン
ズ
氏
、
サ
モ
ア
か
ら
ラ
イ
ー
ポ

イ
ー
バ
・
シ
ェ
リ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
氏
、
バ

ヌ
ア
ツ
か
ら
ド
デ
ィ
ー
・
モ
ー
リ
ス
氏
、
バ

ル
バ
ド
ス
か
ら
サ
ン
デ
ィ
ー
・
デ
ィ
ー
ン

氏
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
か
ら
ロ
リ
ー
・
デ
イ
リ
ー

氏
。
加
え
て
、共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
フ
ロ
イ
ド
・
タ
ケ
ウ
チ

氏
及
び
ド
ー
ン
・
マ
タ
ス
氏
の
２
名
も
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
記
者
招
待
計
画
に
お
い
て

は
、
各
記
者
は
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
指
導
の
下
、
毎
日
、
取
材

を
終
え
た
後
、
確
認
・
打
合
せ
を
行
い
、
記

事
を
１
本
以
上
執
筆
す
る
こ
と
が
課
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
各
訪
問
先
に
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の

側
嶋
常
務
理
事
代
行
が
同
行
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
一
行
は
、
都
内
の
ほ
か
、
鳥
取
県
、

島
根
県
の
海
士
町
、
松
江
市
、
出
雲
市
で
取

材
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
２
０
１
５
年
以
降
毎
年
実

施
し
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

に
２
０
２
０
年
と
２
０
２
１
年
は
中
止
し
、

２
０
２
２
年
に
再
開
し
て
、
２
０
２
４
年
で

通
算
８
回
目
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

＊
＊
＊

都
内
視
察
と
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

　

9
月
27
日
に
記
者
た
ち
は
共
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
合
流
し
、
最
初

の
助
言
を
得
て
都
内
を
経
験
し
た
後
、
30
日

に
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
お
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
の
全
般
的
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

際
、
重
家
理
事
長
は
、
日
本
の
歴
史
と
政
治
・

経
済
・
社
会
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
一
行
は
外
務
省
を
訪
問
し
、

ア
ジ
ア
大
洋
州
局
大
洋
州
課
と
中
南
米
局
カ

リ
ブ
室
か
ら
、
各
出
身
国
と
日
本
と
の
関
係

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

前
米
子
市
長
の
取
材
等

　

10
月
１
日
朝
、
一
行
は
、
羽
田
か
ら
山
陰

に
向
か
い
、
米
子
鬼
太
郎
空
港
に
到
着
後
、

大
根
島
の
由
志
園
に
お
い
て
元
外
交
官
で
前

米
子
市
長
の
野
坂
康
夫
氏
と
昼
食
を
と
も
に

し
、
前
市
長
か
ら
、
市
長
と
し
て
取
り
組
ん

だ
こ
と
、
少
子
高
齢
化
等
の
問
題
、
更
に
は

野坂前市長との昼食

ふ
る
さ
と
納
税
の
評
価
を
含
め
、
地
方
自
治

の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
食

事
後
、
一
行
は
前
市
長
の
案
内
で
由
志
園
の

日
本
庭
園
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
一
行
は
、
境
港
市
で
「
ゲ
ゲ
ゲ

の
鬼
太
郎
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
各
所
に
配

置
さ
れ
て
い
る
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
散
策

を
楽
し
ん
だ
後
、
七
類
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で

隠
岐
諸
島
の
海
士
町
に
赴
き
ま
し
た
。

島
根
県
隠
岐
諸
島
の
海
士
町
を
訪
問

　

10
月
２
日
、
ま
ず
記
者
一
行
は
、
海
士
町

役
場
を
訪
問
し
、
大
江
和
彦
町
長
他
を
表
敬

し
、
町
長
か
ら
農
業
と
漁
業
の
従
事
者
が
多

　2023年のAPIC太平洋・カリブ学生招待プログラムに参加したことで、日本とその文化に多く触れる機会

を得ました。それまでにも日本を訪れた人々から多くの話を聞いていましたが、実際に体験するのはとても

魅力的でした。プログラム中、APICが用意してくれた活動やスケジュール外の自発的な冒険を通じて、驚き

と感動が絶えませんでした。日本を離れる時には、いつか必ず戻ってきたいという思いが強く残りました。

　特に印象に残ったのは、駐日ジャマイカ大使との面会です。その際、大使はJETプログラムについて言及

しましたが、当時私はそのプログラムを知りませんでした。セントルシアに戻ってから、私はJETプログラ

ムの詳細を調べてみました。とても興味を持ちましたが、当時の情報ではセントルシア国民は応募できない

とされていました。そのため、一旦は諦めましたが、いつか状況が変わることを願っていました。それから

間もなく、2024年4月、セントルシア国民もJETプログラムに応募できるとの告知が届きました。その瞬間、

私は新たな決意を抱き、すぐに書類を準備し、締め切りぎりぎりで応募しました。幸運にも、プログラムに

採用され、とても感謝しています。

　現在、私は九州の鹿児島市に住んでおり、郡山町にある鹿児島県立明桜館高等学校で外国語指導助手

（Assistant Language Teacher: ALT）として働き始めたところです。今は新しい生活にまだ慣れようとしてい

る段階ですが、鹿児島市での生活を非常に気に入っています。当初は少し不安でしたが、鹿児島市は東京ほ

どの賑わいはありませんが、都市生活を好む私にとっては十分満足できる都会の雰囲気があります。それと

同時に、自然の静けさが欲しい時には、鹿児島には田舎の選択肢もあります。ここに来てからは、仕事以外

でも日本人や外国人の友達ができ、花火大会に行ったり、市内のさまざまな場所を探検したりしました。現

在、日本語の勉強もしています。もちろん、家から遠く離れた新しい国への引っ越しや生活は大変なことも

ありますが、決断を後悔はしていません。学校での温かい歓迎は、この素晴らしい経験をさらに高めてくれ

ました。

　この機会にとても感謝しています。2023年のAPIC太平洋・カリブ学生招待プログラムへの参加は、日本と

その文化への見方をポジティブに変えるだけでなく、私がJETプログラムに参加する決断を下す上で最も重要

な要素でした。APICのプログラムは、私の中で最も記憶に残る経験の一つであり、大きな影響を与えました。

太平洋・カリブ学生招待計画太平洋・カリブ学生招待計画2024

APIC から JET へ
セントルシア出身

ジャニーヌ・エマニュエルさん
鹿児島で外国語指導助手に

　2023年、西インド諸島大学オープン
キャンパスから太平洋・カリブ学生招待
計画に参加したジャニーヌ・エマニュ
エルさんが、JETプログラムに合格し、
2024年8月から外国語指導助手として
鹿児島の県立明桜館高校に配属されまし
た。JETプログラム応募の経緯や鹿児島
での生活について伺いました。
（APICによる仮訳）

3

2 1

1. 配属先の鹿児島県立明桜館高校にて（本人提供）
2. 2023 年度 学生招待計画にて、カップヌードルミュージアム訪問
3. 2023 年度 学生招待計画にて、ジャマイカ大使館訪問

※JETプログラム：語学指導等を行う外国青年招致事業
（The Japan Exchange and Teaching Programme）の略。
地方自治体が総務省、外務省、文部科学省及び一般財団法
人自治体国際化協会(CLAIR)の協力の下に実施。
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滞在中の主なスケジュール
9/27（金） 来日

9/28（土） 都内視察

9/29（日） 自由日

9/30（月）
APIC によるプログラムオリエンテーション
外務省ブリーフィング（大洋州課、カリブ室）

10/1（火）

島根県へ移動
野坂 前米子市長と昼食（由志園）
水木しげるロード散策
島根県・海士町へ移動

10/2（水）

海士町長等 表敬、海士町による説明
干しナマコ工場 訪問 
ボート製作現場 訪問 
隠岐國学習センター 訪問
海士町関係者との夕食会

10/3（木）
松江市へ移動
島根県庁訪問
山陰中央新報社 訪問

10/4（金）
宍道湖漁業協同組合 訪問 
宍道湖自然館ゴビウス 訪問

10/5（土）
松江城 視察、堀川遊覧船 乗船　
足立美術館 訪問
東京へ移動

10/6（日） 自由日

10/7（月）
朝日新聞 東京本社 訪問
東京スーパーエコタウン 視察
プログラム修了式・APIC 理事長主催夕食会

10/8（火） 離日

い
同
町
に
お
い
て
人
や
企
業
を
誘
致
す
る
政

策
を
実
施
し
て
き
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
後
、
課
長
レ
ベ
ル
か
ら
海
士
町

の
取
組
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
人
口
減
少
と
財
政
危
機
に
直
面
し
た
海

士
町
は
、
町
長
始
め
町
職
員
の
給
料
カ
ッ
ト

を
実
施
し
つ
つ
、
人
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
誘
致
活

動
に
取
組
み
、
人
口
も
増
加
に
転
じ
、
財
政

状
況
も
改
善
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
海
士
町
に
移
住
し
て
ナ
マ
コ
加

工
工
場
を
経
営
し
て
い
る
宮
崎
雅
也
氏
を
訪

問
し
、
ナ
マ
コ
の
加
工
や
輸
出
の
状
況
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
漁
港
の
あ
る
豊
田
地
区
に
移

動
し
、同
地
区
の
方
々
か
ら
の
指
導
を
得
て
、

捕
れ
た
て
の
ハ
マ
チ
を
お
ろ
し
て
刺
し
身
に

し
て
、
そ
れ
を
使
っ
た
丼
を
作
る
体
験
を
し

ハ
ワ
ー
ド
・
ラ
イ
ス
氏
の
製
作
現
場
を
訪
問

し
、
同
氏
が
海
士
町
で
ボ
ー
ト
製
作
に
携
わ

る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
と
、
子
供
た
ち
に

ボ
ー
ト
の
製
作
や
航
海
に
関
す
る
こ
と
を
教

え
て
い
る
こ
と
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
公
立
の
隠
岐
國
学
習
セ
ン
タ
ー

を
訪
問
し
、
同
セ
ン
タ
ー
が
高
校
で
の
学
習

を
補
っ
て
い
る
状
況
を
確
認
し
、
地
元
の
高

校
生
と
域
外
か
ら
留
学
し
て
い
る
高
校
生
の

双
方
か
ら
海
士
町
で
の
学
習
・
生
活
状
況
等

に
つ
い
て
聴
取
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
一
行
は
、
大
江
町
長
を
始
め
と

す
る
町
役
場
関
係
者
と
夕
食
を
と
も
に
し
、

く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
の
下
、
懇
談
を
行
い
ま

し
た
。

　

３
日
朝
、
一
行
は
、
フ
ェ
リ
ー
で
海
士
町

を
出
発
し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
、
大
江
町
長

と
町
役
場
の
担
当
者
か
ら
見
送
り
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

島
根
県
を
訪
問

　
３
日
午
前
、
海
が
荒
れ
て
い
た
た
め
、
目

的
地
が
島
根
県
七
類
港
か
ら
鳥
取
県
境
港
港

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
予
定
通
り

本
土
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
午
後
、
島
根
県
庁
で
地
域
振
興

部
中
山
間
地
域·

離
島
振
興
課
、
商
工
労
働

部
観
光
振
興
課
、
及
び
環
境
生
活
部
環
境
政

策
課
、
並
び
に
島
根
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

か
ら
、
島
根
県
の
概
要
、
中
山
間
地
域
対
策

（「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」）、
観
光
振
興
、
宍

道
湖
に
お
け
る
し
じ
み
資
源
の
管
理
等
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
山
陰
中
央
新
報
社
に
お
い
て
、

万
代
剛
編
集
局
次
長
、
藤
原
基
壮
総
務
局
次

長
、
及
び
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
隠
岐
の
島
町
か

ら
参
加
し
た
鎌
田
剛
隠
岐
支
局
長
か
ら
、
隠

岐
諸
島
で
の
取
材
を
含
む
同
社
の
活
動
状
況

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て

の
共
通
の
関
心
事
項
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
た
後
、
職
場
に
案
内
さ
れ
、
杉
谷
健
司
編

集
局
長
か
ら
説
明
を
受
け
て
、
作
業
現
場
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

４
日
、
悪
天
候
の
た
め
、
早
朝
に
予
定
し

て
い
た
し
じ
み
漁
の
視
察
は
中
止
と
な
り
、

一
行
は
、
午
前
、
宍
道
湖
漁
業
協
同
組
合
に

お
い
て
、
し
じ
み
漁
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や

現
状
に
つ
い
て
、
し
じ
み
資
源
維
持
の
た
め

の
方
策
を
含
め
説
明
を
受
け
、
販
売
用
の
し

上：海士町役場にて海士町町長及び幹部と
下：隠岐國学習センターにて

太平洋・カリブ学生招待計画太平洋・カリブ記者招待計画2024

じ
み
選
別
方
法
の
実
演
を
見
た
後
、
渡
部
和

夫
組
合
長
他
と
の
昼
食
懇
談
を
行
い
ま
し

た
。
昼
食
に
は
し
じ
み
汁
も
ご
馳
走
に
な
り

ま
し
た
。

　

午
後
は
、
島
根
県
立
宍
道
湖
自
然
館
ゴ
ビ

ウ
ス
を
訪
問
し
、
島
根
県
の
豊
か
な
自
然
を

理
解
し
て
も
ら
う
と
い
う
目
的
で
宍
道
湖
や

中
海
の
魚
を
中
心
に
展
示
し
、
水
槽
の
水
位

を
子
供
た
ち
の
目
線
に
合
わ
せ
て
い
る
こ
と

や
、
子
供
向
け
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

て
い
る
こ
と
等
、
ゴ
ビ
ウ
ス
の
特
徴
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
後
、
水
族
館
を
案
内
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
記
者
達
は
島
国
出
身
で
す

が
、
自
国
に
水
族
館
が
な
い
国
も
あ
り
、
水

族
館
の
視
察
を
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

　

５
日
（
土
）
は
、
晴
天
と
な
り
、
一
行
は
、

観
光
客
と
し
て
、
午
前
、
英
語
を
話
す
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
案
内
に
よ
り
松
江
城
の
歴
史
と

国
宝
た
る
具
体
的
価
値
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
そ
の
後
、
堀
川
の
遊
覧
船
で
、
回
り
の

景
色
と
低
い
橋
を
く
ぐ
る
際
船
の
屋
根
が
下

が
る
の
を
受
け
低
姿
勢
に
し
ゃ
が
む
経
験
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
後
、
足
立
美
術
館
を
訪
問
し
、
同
美
術

館
設
立
の
経
緯
、
人
口
庭
の
手
入
れ
、
所
蔵

美
術
品
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
一
同
、

庭
園
の
美
し
さ
に
感
銘
を
受
け
た
よ
う
で
し

た
。

再
び
都
内
で
取
材
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム

修
了
式

　

一
行
は
、
７
日
午
前
、
朝
日
新
聞
東
京
本

社
で
、国
際
報
道
部
の
鈴
木
暁
子
次
長
か
ら
、

作
業
場
を
案
内
さ
れ
た
後
、
会
議
室
で
各
国

の
メ
デ
ィ
ア
の
状
況
や
国
際
情
勢
等
に
つ
い

て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
同
士
の
率
直
な
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
東
京
ス
ー
パ
ー
エ
コ
タ
ウ
ン
事

業
に
つ
い
て
、
東
京
都
の
関
係
者
か
ら
リ
サ

イ
ク
ル
率
を
高
め
て
最
終
処
分
す
る
ゴ
ミ
の

量
を
減
ら
す
取

組
等
の
説
明
を

受
け
た
後
、
高

俊
工
業
で
産
業

廃
棄
物
に
つ
い

て
90
％
以
上
を

リ
サ
イ
ク
ル
し

て
い
る
処
理
状

況
を
視
察
し
ま

し
た
。＊

＊
＊

　

同
日
夕
刻
に
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
修

了
式
と
重
家
理

事
長
主
催
夕
食

会
が
開
催
さ
れ
、

　

10
年
前
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
記
者
招
待
計
画
の
開

始
以
来
、
同
計
画
の
準
備
と
実
施
に
関
わ
っ

て
き
た
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
フ
ロ
イ
ド
・
タ
ケ
ウ
チ
氏
は
本
年
限

り
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
か
ら
引
退
す
る

こ
と
と
な
り
、
重
家
理
事
長
か
ら
同
氏
に
感

謝
の
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
２
０
２
５

年
か
ら
は
、
ド
ー
ン
・
マ
タ
ス
氏
が
プ
ロ
グ

ラ
ム
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
ま
す
。　

テ
ィ
の
状
況
、
島
根
県
の

観
光
資
源
、
日
本
の
記
者

と
の
意
見
交
換
、
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
、
気
候
変
動
、

廃
棄
物
処
理
等
、
記
者
に

よ
り
異
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
皆
、
今
回
の
訪
問
は

有
意
義
だ
っ
た
と
述
べ
て

い
ま
し
た
。

1. 刺身作り体験
2. 宍道湖漁業協同組合にて
3. 松江城にて

1

3

2

4. 高俊興業視察
5. コーディネーターを引退するフロイド・タケウチ氏への記念品贈呈
6. 重家理事長主催夕食会

各
記
者
は
取
材
の
成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

印
象
に
残
っ
た
も
の
は
、
海
士
町
コ
ミ
ュ
ニ

太平洋・カリブ事業

た
後
、
自
分
で

作
っ
た
丼
を
昼

食
に
食
べ
ま
し

た
。

　

午
後
は
、
米

国
出
身
で
、
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
連

邦
で
教
職
に
従

事
し
た
後
、
訪

日
し
、
海
士
町

で
ボ
ー
ト
製
作

を
行
っ
て
い
る

54

6
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太
平
洋
諸
国
・
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画

パ
ラ
オ
女
性
大
酋
長
招
待
計
画

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、
パ
ラ
オ
の
独
立
30
周
年
及

び
日
本
・
パ
ラ
オ
国
交
樹
立
30
周
年
に
当
た

る
２
０
２
４
年
の
８
月
28
日
か
ら
９
月
２
日

ま
で
、
パ
ラ
オ
か
ら
ビ
ル
ン
・
グ
ロ
ー
リ
ア
・

ギ
ボ
ン
・
サ
リ
ー
大
酋
長
（
注
：
パ
ラ
オ
の

16
州
に
は
、
男
女
の
伝
統
的
指
導
者
で
あ
る

酋
長
が
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
最
も
高
位
の

男
女
各
２
名
の
大
酋
長
の
ひ
と
り
）、
バ
ー
ジ

ニ
ア
・
ナ
ン
シ
ー
・
ウ
ォ
ン
、
及
び
タ
ギ
ー
・

ウ
ロ
イ
・
ン
ゲ
ル
ド
コ
ウ
・
サ
リ
ー
（
ビ
ル
ン
・

サ
リ
ー
大
酋
長
の
娘
）
の
３
名
の
女
性
伝
統

的
指
導
者
を
訪
日
招
待
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

と
歓
迎
夕
食
会

　

８
月
29
日
午
前
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、
ビ
ル
ン
・

サ
リ
ー
大
酋
長
一
行
に
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
重
家
俊
範
理
事
長

は
、
一
行
を
歓
迎
し
た
後
、
日
本
の
政
治
・

経
済
・
社
会
情
勢
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
側
嶋
秀
展
常
務
理
事
代
行
と
荒
木

恵
事
務
局
長
か
ら
一
行
の
日
程
等
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
ま
し
た
。
一
行
に
は
、
週
末
を

除
き
、
全
行
事
に
側
嶋
常
務
理
事
代
行
が
同

行
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
29
日
夕
刻
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、

重
家
理
事
長
主
催
の
一
行
歓
迎
夕
食
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
同
夕
食
会
に
は
、
ア
デ
ル
バ

イ
駐
日
パ
ラ
オ
大
使
を
始
め
日
パ
ラ
オ
関
係

に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
々
や
パ
ラ
オ
か
ら
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
上
智
大
学

に
留
学
し
て
い
る
学
生
を
含
め
、
約
20
名
が

出
席
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
下
、
一
行
を

歓
迎
し
ま
し
た
。

野
菜
作
り
現
場
の
視
察
、
説
明
の
聴
取
等

　

ビ
ル
ン
・
サ
リ
ー
大
酋
長
は
、
パ
ラ
オ
に

お
い
て
野
菜
作
り
を
振
興
す
る
こ
と
に
関
心

が
あ
り
、
埼
玉
県
で
農
場
視
察
等
を
行
い
ま

し
た
。
ま
ず
、
８
月
29
日
に
深
谷
市
の
「
ヤ

サ
イ
な
仲
間
た
ち
フ
ァ
ー
ム
」
を
訪
問
し
、

そ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
野
菜
を
中
心
と
す
る
昼

食
を
と
っ
た
後
に
、
同
フ
ァ
ー
ム
構
想
を
提

案
し
て
実
現
さ
せ
、
現
在
、
同
フ
ァ
ー
ム
の

責
任
者
を
務
め
て
い
る
松
村
佳
代
氏
か
ら
、

同
フ
ァ
ー
ム
に
お
い
て
、
様
々
な
野
菜
を
栽

培
し
来
訪
者
に
こ
れ
ら
を
収
穫
す
る
体
験
を

し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
、
同
市
で
収
穫
さ

1

1. 重家 APIC 理事長主催歓迎夕食会　2. 歓迎夕食会にてパラオ出身ザビエル留学生との面会　3. JICA 訪問　4. 関東農政局 訪問

太
平
洋
事
業

4 3 2

滞在中の主なスケジュール
8/28（水） 来日

8/29（木）

APIC によるブリーフィング
ヤサイな仲間たちファーム 訪問
須賀農場 訪問
重家 APIC 理事長主催 歓迎夕食会

8/30（金）
JICA 訪問
関東農政局 訪問

8/31（土）
自由日（セブンスデーアドベンティスト教
会 等）

9/1（日） 自由日（バイオリンコンサート等）

9/2（月）
土屋品子復興大臣 訪問
離日

太平洋事業

れ
た
野
菜
等
を
そ
こ
の
マ
ル
シ
ェ
で
販
売
し

て
い
る
こ
と
、
野
菜
を
中
心
と
す
る
食
事
を

提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
を
運
営
し
て
い
る
こ

と
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
上
里
町
の
須
賀
農
場
を
訪
問
し
、
同
農

場
が
長
年
、
化
学
肥
料
を
使
わ
ず
に
植
物
性

堆
肥
の
み
を
使
っ
た
自
然
農
法
で
野
菜
作
り

を
し
て
い
る
こ
と
等
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
ピ
ー
マ
ン
と
茄
子
の
栽
培
の
状
況
を
視

察
し
ま
し
た
。
８
月
30
日
午
後
に
は
、
さ
い

た
ま
市
の
関
東
農
政
局
を
訪
問
し
、
関
東
に

お
け
る
野
菜
の
栽
培
状
況
等
に
つ
い
て
、
８

月
31
日
を
「
野
菜
の
日
」
と
し
、
野
菜
の
消

費
拡
大
の
た
め
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
含
め
、
詳
し
く
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
一
行
は
８
月
30
日
の
午
前

中
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
本
部
を
訪
問
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

に
よ
る
パ
ラ
オ
に
対
す
る
協
力
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
農
業
関
連
支
援
策
等
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
今
後
、
パ
ラ
オ
に
お
い
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か

ら
野
菜
作
り
に
関
す
る
協
力
を
得
る
可
能
性

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

土
屋
品
子
復
興
大
臣
と
の
会
談

　

ビ
ル
ン
・
サ
リ
ー
大
酋
長
一
行
は
、
９
月

２
日
午
前
、
土
屋
品
子
復
興
大
臣
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

土
屋
大
臣
は
、
一
行
を
歓
迎
し
、
父
（
注
：

故
土
屋
義
彦
元
参
議
院
議
長
・
元
埼
玉
県
知

事
）
が
、
戦
没
者
遺
骨
収
集
等
で
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
パ
ラ
オ
と
の
関
係
を
重
視

し
て
い
た
が
、
自
分
も
父
の
遺
志
を
引
き
継

ぎ
パ
ラ
オ
と
の
関
係
の
発
展
に
尽
力
し
て
い

き
た
い
旨
述
べ
、
ビ
ル
ン
・
サ
リ
ー
大
酋
長

か
ら
は
、
日
本
か
ら
パ
ラ
オ
に
対
す
る
支
援

に
感
謝
し
、
自
ら
組
織
し
て
い
る
団
体
の
会

議
に
つ
い
て
、
文
化
・
伝
統
、
健
康
、
教
育
、

環
境
を
重
視
し
、
毎
年
会
議
を
開
催
し
て
い

る
こ
と
の
説
明
が
あ
る
な
ど
、
友
好
的
な
雰

囲
気
の
下
で
、
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
同
士
の
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

週
末
日
程

　

８
月
31
日
（
土
）
及
び
９
月
１
日
（
日
）

の
週
末
は
、
パ
ラ
オ
大
使
館
が
一
行
に
同
行

し
ま
し
た
。
一
行
は
、
８
月
31
日
は
、
都
内

の
セ
ブ
ン
ス
デ
ー
ア
ド
ベ
ン
テ
ィ
ス
ト
教
会

の
礼
拝
に
出
席
し
、
９
月
１
日
は
、
バ
イ
オ

リ
ン
・
ピ
ア
ノ
・
チ
ェ
ロ
の
三
重
奏
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

パ
ラ
オ
の
女
性
伝
統
的
指
導
者
一
行
は
、

１
週
間
未
満
の
滞
在
で
し
た
が
、
台
風
10
号

須賀農場 訪問APIC によるブリーフィング

サリー大酋長と土屋復興大臣

土屋復興大臣との会談

が
日
本
に
上
陸
す
る
中
、

日
本
の
野
菜
作
り
に
関
す

る
情
報
を
得
、
日
本
の
女

性
の
大
臣
と
意
見
交
換
す

る
な
ど
、
当
初
の
予
定
を

す
べ
て
無
事
実
施
し
て
、

帰
国
し
ま
し
た
。　
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滞在中の主なスケジュール
10/20（日） 来日

10/21（月）
APIC 事務所にてブリーフィング
デジタルハリウッド大学 訪問（高橋光輝教授）
歌舞伎 鑑賞 

10/22（火）
京都へ移動
文化庁 訪問
金閣寺・龍安寺 視察

10/23（水）

京都御所 視察
同志社大学 訪問 
京都太秦映画村 視察
能 体験 （河村能舞台）
日本食 体験（京料理 萬重）

10/24（木）

金沢へ移動
北村工房 訪問
金沢 21 世紀美術館・兼六園・金沢城・
ひがし茶屋街 視察

10/25（金）

東京へ移動
カリブ音楽関係者ミーティング
国際交流基金 表敬訪問
外務省 表敬訪問
重家 APIC 事長主催夕食会

10/26（土） 自由日

10/27（日） 離日

カ
リ
ブ
事
業

カリブ事業

つ
い
て
も
話
し
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ホ
ワ
イ
ト
氏
か
ら
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
で
日
本
語

能
力
を
向
上
さ
せ
た
後
、
Ｕ
Ｗ
Ｉ
か
ら
デ
ジ

タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
大
学
の
大
学
院
に
学
生
を

留
学
さ
せ
た
い
と
い
う
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
行
は
浅
草
に
移
動
し
、
浅
草
寺
を
自
由

に
散
策
し
、
夕
方
に
は
歌
舞
伎
座
に
て
、
泉

鏡
花
の
『
婦
系
図
』、『
源
氏
物
語
、
六
条
御

息
所
の
巻
』
の
演
目
を
鑑
賞
し
、
伝
統
的
な

日
本
の
芸
能
文
化
の
深
さ
に
触
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
配
布
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
英
語

字
幕
を
利
用
し
、
初
め
て
の
歌
舞
伎
鑑
賞
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
物
語
の
奥
深
さ
と
美
し
い

衣
装
に
感
動
を
示
し
ま
し
た
。

京
都
視
察
：
文
化
遺
産
保
護
と
多
様
な
日

本
文
化
の
体
験

　

二
日
目
の
22
日
、
参
加
者
は
新
幹
線
で
京

の
保
護
方
法
や
地
域
社
会
と
政
府
の
協
力
に

よ
る
支
援
策
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
質
疑
応
答
で
は
、
文
化
遺
産
登
録
ま

で
の
プ
ロ
セ
ス
や
学
生
へ
の
文
化
振
興
へ
の

取
組
み
に
関
す
る
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。ジ
ョ

ン
ソ
ン
氏
か
ら
文
化
庁
へ
バ
ル
バ
ド
ス
の
世

界
遺
産
登
録
の
た
め
の
資
金
提
供
に
対
す
る

お
礼
と
し
て
お
土
産
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。「
自

国
の
文
化
財
保
護
の
参
考
に
し
た
い
。
ま
た

地
域
社
会
と
政
府
の
協
力
に
よ
る
日
本
の
文

化
財
保
護
の
仕
組
み
は
、
我
々
の
国
で
も
活

用
で
き
る
も
の
で
あ
り
、非
常
に
参
考
に
な
っ

た
。」
と
述
べ
、
持
続
可
能
な
文
化
保
護
に
対

す
る
関
心
が
強
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
歩

い
て
す
ぐ
の
京
都
御
所
の
近
く
で
「
時
代
祭
」

行
列
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、
金
閣
寺
や
龍
安
寺
の
石
庭
を

訪
れ
、
対
象
的
な
寺
院
の
様
子
や
日
本
庭
園

や
禅
文
化
の
美
し
さ
を
堪
能
し
ま
し
た
。
参

加
者
の
中
に
は
、
庭
園
の
静
け
さ
と
調
和
の

取
れ
た
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
、
写
真
を
撮
る

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。＊

＊
＊

　

三
日
目
の
23
日
に
は
、京
都
御
所
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
、
英
語
の
ガ
イ
ド
に
よ
る
解
説
を

聞
き
な
が
ら
、
古
代
の
建
築
物
や
庭
園
を
巡

り
ま
し
た
。
初
日
に
鑑
賞
し
た
歌
舞
伎
の
源

氏
物
語
の
舞
台
と
な
っ
た
日
本
の
皇
室
文
化

や
建
築
構
造
に
つ
い
て
の
説
明
に
、
参
加
者

晴
久
先
生
に
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
志

社
大
学
の
歴
史
や
文
化
遺
産
に
つ
い
て
の
解

説
が
あ
り
、
ま
た
河
村
先
生
自
身
の
同
大
学

と
の
つ
な
が
り
を
交
え
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

午
後
の
活
動
で
は
、
東
映
太
秦
映
画
村
に

て
時
代
劇
の
衣
装
を
身
に
つ
け
て
の
写
真
撮

影
や
、
忍
者
と
の
写
真
撮
影
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
河
村
能
舞
台
を
訪
問
し
、
能
の

解
説
と
体
験
を
し
ま
し
た
。
観
世
流
能
楽
師

で
あ
る
河
村
先
生
か
ら
能
の
歴
史
、
能
と
歌

舞
伎
の
違
い
、
舞
台
構
造
、
音
楽
、
能
面
や

衣
装
、
所
作
の
意
味
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
衣
装
の
解
説
で
は
、
着
付
け
の
実

演
が
あ
り
、
ス
タ
ウ
ト
氏
が
代
表
し
て
着
付

け
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
お
面
の
解

説
の
中
で
、
初
日
の
歌
舞
伎
の
演
題
で
あ
っ

た
『
源
氏
物
語
、
六
条
御
息
所
の
巻
』
が
扱

わ
れ
、
同
じ
演
題
で
あ
っ
て
も
能
で
は
嫉
妬

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
２
０
２
４
年
10
月
20
日
か
ら

27
日
ま
で
、
日
・
カ
リ
ブ
交
流
年
２
０
２
４

を
記
念
し
て
カ
リ
ブ
諸
国
か
ら
の
文
化
関
係

者
を
訪
日
招
待
し
、
日
本
で
の
文
化
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
は
、
バ
ル
バ
ド
ス
、
ベ
リ
ー
ズ
、
ジ
ャ

マ
イ
カ
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
か
ら
２

名
ず
つ
、
ハ
イ
チ
か
ら
１
名
、
計
９
名
が
参

加
し
、
日
本
の
伝
統
文
化
と
現
代
の
文
化
に

触
れ
る
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。
本
招
待
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
カ
リ
ブ
諸
国
の
政
府
、
大
学
の

文
化
関
係
者
及
び
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
、
日

本
文
化
の
歴
史
、
伝
統
、
そ
し
て
ア
ニ
メ
な

ど
現
代
文
化
に
触
れ
る
中
で
、
多
面
性
を
深

く
理
解
し
て
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

参
加
者
に
と
っ
て
今
後
の
日
本
文
化
普
及
や

文
化
交
流
の
礎
と
な
る
知
見
を
広
げ
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
視
察
：
ア
ニ
メ
産
業
見
学
と
伝
統
芸

能
体
験

　

到
着
翌
日
の
10
月
21
日
、
午
前
中
に
ま
ず

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
事
務
所
に
て
、
重
家
俊
範
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｃ
理
事
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
に
続
き
、
日
本

の
国
内
情
勢
、
経
済
等
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
、
そ
の
後
荒

木
恵
理
事
兼
事
務

局
長
か
ら
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
参
加

者
は
全
員
が
今
回

初
め
て
日
本
を
訪

問
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
日
本
の
文

同志社大学 見学

は
興
味
深
そ
う

に
耳
を
傾
け
、

歴
史
あ
る
御
所

の
美
し
さ
を
堪

能
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
志

社
大
学
を
訪
問

し
、
卒
業
生
の

能
楽
師
・
河
村

化
を
学
べ
る
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
る
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
行
は
、
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ

ド
大
学
の
高
橋
光
輝
教
授
（
学
部
長
）
を
訪

問
し
ま
し
た
。
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ

て
い
た
参
加
者
の
関
心
事
項
に
基
づ
き
、
高

橋
教
授
か
ら
日
本
の
ア
ニ
メ
産
業
に
つ
い
て

の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
が
あ
り
、
そ
の
後
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
は
同
大
学
が

創
立
さ
れ
て
30
周
年
に
当
た
り
、
30
年
の
歩

み
を
ま
と
め
た
記
念
誌
が
参
加
者
に
配
布
さ

れ
て
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
映
画
分
野
な
ど
で
活

躍
し
て
い
る
卒
業
生
や
日
本
で
も
ア
ニ
メ
分

野
で
社
長
と
な
っ
て
い
る
人
も
多
数
い
る
と

い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
先
日
ア

メ
リ
カ
映
画
界
の
最
高
の
栄
誉
と
さ
れ
る
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
を
主
催
す
る
団
体
が
選
ぶ
「
学

生
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
」
に
て
同
大
学
在
学
生
が

日
本
人
と
し
て
初
め
て
銀
賞
を
受
賞
し
た
ア

ニ
メ
作
品
『Origam

i

』
が
紹
介
さ
れ
、
参
加

者
は
日
本
の
ア
ニ
メ
の
影
響
力
と
そ
の
背
景

に
あ
る
技
術
力
に
改
め
て
感
銘
を
受
け
た
よ

う
で
し
た
。
ア
ニ
メ
産
業
界
と
教
育
機
関
の

連
携
が
産
業
全
体
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る

説
明
も
あ
り
ま
し
た
。
カ
リ
ブ
の
国
は
ど
こ

も
日
本
の
ア
ニ
メ
に
興
味
が
あ
る
と
い
う
も

の
の
、
輸
入
数
や
視
聴
数
等
の
デ
ー
タ
が
な

く
、
高
橋
先
生
も
協
力
し
た
い
が
、
他
国
と

比
較
を
す
る
に
も
デ
ー
タ
が
な
い
た
め
分
析

が
で
き
な
い
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
今
後
ア
ニ
メ
を
産
業
と
し
て
育
て

る
た
め
に
デ
ー
タ
収
集
の
日
本
と
の
連
携
に

日
・
カ
リ
ブ
交
流
年
２
０
２
４
記
念

カ
リ
ブ
５
カ
国
文
化
関
係
者
招
待
計
画

1. デジタルハリウッド大学にてブリーフィング
2. 文化庁にてジョンソン博士からお土産の贈呈

1

2

◆
参
加
者
◆

【
ジ
ャ
マ
イ
カ
】

・
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
博
士

（
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
（
Ｕ
Ｗ
Ｉ
）

メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
、
学
部
長
）

・
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ダ
イ
ア
ー
博
士

（
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
専
門
学
校
、
学
長
）

【
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
】

・
ニ
コ
ル
・
ロ
バ
ー
ツ
博
士

（
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
（
Ｕ
Ｗ
Ｉ
） 語
学
学
習
セ
ン
タ
ー
、

セ
ン
タ
ー
長
）

・
キ
ミ
ー
・
ス
タ
ウ
ト
氏

（
観
光
文
化
芸
術
省
、
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
調
整
官
）

【
ハ
イ
チ
】

・
ガ
イ
エ
ル
・
シ
ー
ザ
ー
氏

（
ル
・
ヌ
ー
ベ
リ
ス
ト
紙
、
チ
ケ
ッ
ト
マ
ガ
ジ
ン

  

筆
頭
編
集
者
）

【
バ
ル
バ
ド
ス
】

・
シ
ェ
ロ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士

（
首
相
府
文
化
課
、
シ
ニ
ア
文
化
政
策
・
調
査
担
当
官
）

・
ガ
ル
シ
ン
・
カ
ー
タ
ー
氏

（
ネ
イ
シ
ョ
ン
新
聞
社
、
シ
ニ
ア
レ
ポ
ー
タ
ー
）

【
ベ
リ
ー
ズ
】

・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
カ
エ
タ
ノ
氏

（
グ
レ
ー
ト
・ベ
リ
ー
ズ
Ｔ
Ｖ
、ニ
ュ
ー
ス
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

・
ル
イ
ス
・
ウ
エ
イ
ド
氏

（
プ
ラ
ス
Ｔ
Ｖ
、
テ
レ
ビ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

都
に
移
動
し
、
日

本
の
伝
統
文
化
や

文
化
財
保
護
に
つ

い
て
の
知
識
を
深

め
ま
し
た
。
文
化

庁
で
の
訪
問
で

は
、
日
本
の
文
化

財
保
護
に
関
す
る

取
り
組
み
が
紹
介

さ
れ
、
具
体
的
に

は
無
形
文
化
遺
産

APIC 事務所にてオリエンテーション
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アーシャ・ギッテンス さん
Ms. Asha Gittens

第２期 APIC-UWI 留学生

　私の名前はアーシャ・ギッテンスです。カリブ海にある面積が 166 平方マイルし
かない小さな島国、バルバドス出身です。私は西インド諸島大学ケーブ・ヒル校で
生物学と環境科学を専攻し、2024 年 9 月に卒業しました。最終学期にある教授
が上智大学と APIC による奨学金についての紹介があり、豊かな文化（と食べ物！）
がある日本で学ぶ機会を得ることができました。
　上智大学のプログラムを調べてみたところ、それは自分のこれまでの研究分野を
超えるものであると感じました。それまでは純粋な科学の視点から自然環境に焦
点を当てていたからです。不安もありましたが、経済学や社会科学といった他の分
野を学ぶことで考え方の幅を広げ、よりグローバルな視点で世界を見る良い機会に
なると思い、挑戦することに決めました。以前の大学では地域研究が盛んで、国
際的な教授による講義も多く行われましたが、そのような形で学べる世界には限り
があります。上智大学で世界中の人 と々出会い、共に学び、直接彼らから学ぶこと
ができています。
　現在に至るまで、日本での生活を非常に楽しんでおり、この貴重な機会に感謝
しています。特に、寛大で親切な APIC に心から感謝しています。私は科学のバッ
クグラウンドと、上智大学で他の学問分野から学ぶことを活かして、意義ある研究
に取り組んでいきたいと思っています。

今期の
新入生たち

留
学
生
支
援
事
業

カリブ5カ国文化関係者招待計画

能衣裳、着付け実演

北村工房 訪問

「APIC-UWI 留学生奨学制度」カリブ地域の国々の環境問題に関して取り組み、国際社会に貢献できる人物を育

成することを目的として、上記 APIC-MCT 留学制度と同様に、上智大学大学院地球環境学研究科で修士号の取得

を支援するプログラムです。西インド諸島大学（The University of the West Indies：UWI）・上智大学・APIC の三

者間の協定が締結され、2023 年度より開始しました。

第 2 期 APIC-UWI 留学生が上智大学に入学
2024 年 9 月 21 日、第 2 期 APIC-UWI 留学生として

バルバドス出身のアーシャ・ギッテンスさんが上智大学大学院に入学しました。

APIC-UWI

留学生

の
炎
に
燃
え
狂
う
鬼
女
を
、
般
若
面
を
被
っ

て
表
現
し
て
い
る
こ
と
な
ど
歌
舞
伎
と
の
表

現
方
法
の
違
い
に
つ
い
て
大
変
よ
く
理
解
で

き
た
と
参
加
者
は
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
能
の

テ
ー
マ
で
あ
る
「
収
穫
の
祈
り
」
や
「
自
然

と
の
共
存
」
が
現
代
に
も
通
じ
る
重
要
な
概

念
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
日
本
文
化
が

表
現
す
る
自
然
観
や
共
生
の
思
想
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
ダ
イ
ア
ー
氏
は「
東

京
で
鑑
賞
し
た
歌
舞
伎
と
能
の
違
い
に
つ
い

て
理
解
が
深
ま
っ
た
。
ま
た
能
に
つ
い
て
の

詳
細
な
解
説
、
文
化
保
存
の
重
要
性
に
つ
い

て
の
理
解
が
深
ま
っ
た
。」
と
河
村
先
生
に
対

す
る
感
謝
の
意
が
直
接
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

京
都
日
程
最
後
に
は
、
日
本
の
食
文
化
と

い
う
視
点
か
ら
京
料
理
・
萬
重
で
、
京
料
理

の
コ
ー
ス
と
日
本
酒
を
堪
能
し
ま
し
た
。
日

本
食
に
お
け
る
四
季
折
々
の
食
材
を
利
用
す

る
こ
と
や
見
た
目
の
美
し
さ
に
感
動
し
て
い

る
様
子
で
し
た
。
社
長
の
田
村
圭
吾
さ
ん
は

文
化
庁
の
文
化
交
流
使
に
任
命
し
て
お
り
、

ス
タ
ウ
ト
氏
は
田
村
さ
ん
を
本
国
に
呼
び
た

い
と
御
本
人
に
直
接
伝
え
て
い
ま
し
た
。

金
沢
視
察
：
伝
統
工
芸
と
現
代
ア
ー
ト

　

四
日
目
の
24
日
に
は
金
沢
に
移
動
し
、「
雲

龍
庵
」
の
漆
工
家
・
北
村
辰
夫
先
生
の
北
村

工
房
（
輪
島
が
正
月
の
地
震
で
被
災
し
た
た

め
金
沢
の
仮
工
房
）
を
訪
れ
て
日
本
の
伝
統

工
芸
の
緻
密
な
技
術
に
触
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
輪
島
塗
の
制
作
過
程
を
間
近
で
見
学
し
、

そ
の
技
術
と
美
し
さ
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
印
籠
と
香
箱
を
見
せ
て
い
た
だ

き
、
作
品
の
緻
密
さ
を
実
感
し
、
さ
ら
に
香

箱
の
制
作
に
は
３
年
を
要
す
る
こ
と
に
驚
き

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

技
術
の
継
承
や
若
手
の
人
材
育
成
、
高
度
な

技
術
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
満

足
し
た
様
子
で
し
た
。

　

午
後
に
は
21
世
紀
美
術
館

を
訪
問
し
、
現
代
ア
ー
ト
と

午
前
の
伝
統
的
な
工
芸
が
共

存
す
る
金
沢
で
の
ア
ー
ト
鑑

賞
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の

後
、
兼
六
園
、
金
沢
城
、
ひ

が
し
茶
屋
街
を
散
策
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
短
い
時
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
金
沢
を

元
在
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
大
使
、
小
寺

由
莉
ラ
イ
ム
レ
コ
ー
ド
代
表
、
有
賀
由
紀
子

カ
リ
ビ
ア
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
代
表
と
昼
食
を
と

り
つ
つ
懇
談
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
カ
リ
ブ

音
楽
と
日
本
音
楽
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
含
め
、
関
係
者
に
よ
る
対
応
状
況
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
国
際
交
流
基
金
を
訪
問
し
、
黒
澤
信

也
理
事
長
か
ら
日
本
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
後
、
野
口
晃
佑

秘
書
室
長
か
ら
国
際
交
流
基
金
の
日
本
文
化
、

日
本
語
、
国
際
交
流
に
関
す
る
活
動
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
同
基
金
の
業
務
内
容
や
日

本
と
カ
リ
ブ
諸
国
と
の
交
流
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
ま
し
た
。

　

次
に
外
務
省
を
訪
問
し
、
野
口
泰
中
南
米

局
長
と
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
と
日
本

と
カ
リ
ブ
諸
国
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
ま
し
た
。
各
参
加
者
か
ら
は
今
回
の

訪
問
で
得
た
知
見
等
が
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
今
後
の
活
動
に
活
か
し
た
い
と
い
う
抱

負
等
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
は
重
家
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
理

事
長
主
催
夕
食
会
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
ナ-

ケ
イ
・
Ｍ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
駐
日

ジ
ャ
マ
イ
カ
大
使
に
よ
る
乾
杯
の
挨
拶
が
あ

り
、
各
国
を
代
表
し
て
５
名
の
参
加
者
が
感

謝
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
の
感
想
、
今
後

の
抱
負
等
を
述
べ
ま
し
た
。

ガルシン・カーター さん

Letter from 
Participant （一部抜粋）

     Now back in Barbados and settled back on the job, 
I would like to express sincere thanks to you and the 
entire team at APIC for facilitating what has been for 
me a once-in-a-lifetime experience.
     The visit to Japan for the celebration of Japan-
CARICOM Friendship Year, has afforded me the 
opportunity to be exposed to and experience your 
culture as well as to interact with your people in a 
way that has given me a clearer perspective on our 
differences and our similarities. This is invaluable 
in a world where it is necessary to build bridges of 
understanding and co-operation for peace and I cannot 
tell you what it means to have had the experience.
     I shall be writing about the visit. Hoping to return to 
Japan one day for a longer stay.

堪
能
で
き
ま
し
た
。

ま
た
参
加
者
は
ひ

が
し
茶
屋
街
で
抹

茶
と
茶
道
具
を
お

土
産
と
し
て
購
入

し
て
い
ま
し
た
。

再
び
東
京
視
察
・

訪
問

　

五
日
目
の
25
日

に
は
、
一
行
は
、

金
沢
を
発
ち
新
幹

線
で
東
京
に
戻
っ

た
後
、
平
山
達
夫

※留学生からのメッセージに関して APIC による仮訳
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「ザビエル留学生奨学金」は 2014 年に始まった奨学金制度で、ミクロネシア連邦チューク州にあるザビ

エル高校・上智大学・APIC の三者間の合意に基づき、ザビエル高校から上智大学への留学生を支援する

プログラムです。本奨学金制度により、これまでに 6 名が本奨学金制度によって上智大学を卒業しました。
ザビエル
留学生

第 9 期ザビエル留学生が上智大学に入学
2024 年 9 月 21 日、第 9 期ザビエル留学生としてミクロネシア連邦出身のジョセフィアナ・サクさんと、

パラオ出身のジェレマイア・スリオルさんが上智大学に入学しました。

ジョセフィアナ・サク さん
Ms. Josephieanna Sak

第 9 期ザビエル留学生

ジェレマイア・スリオル さん
Mr. Jeremiah Suliol

第 9 期ザビエル留学生

「APIC-MCT 留学生奨学制度」は、上智大学・ミクロネシア自然保護基金（Micronesia Conservation 

Trust：MCT）・APIC の三者間の合意に基づき、ミクロネシア 3 カ国からの留学生を受け入れ、上智大学

大学院地球環境学研究科での修士号取得を支援するプログラムです。2017 年のプログラム開始以降、こ

れまでに 9 名が卒業しました。

APIC-MCT

留学生

「ザビエル高校留学生奨学金制度」へのご寄付のお願い

　学生への支援をより一層充実させるため、本奨学金
制度へのご寄付をお願いしております。いただいた寄
付金は、留学生の受け入れにかかわる渡航費、入学金、
授業料、生活費等に活用させていただいております。
　皆様のおかげで、留学生たちは上智大学で充実した
生活を送っています。皆様の温かいご支援に厚く御礼
申し上げますとともに、今後ともご協力をお願い申し
上げます。

対　象 ザビエル高校卒業生（毎年１～ 2 名入学）

留学先 上智大学国際教養学部 / 理工学部英語コース /
 Sophia Program for Sustainable Futures (SPSF)

奨学金 卒業までの４年間の奨学金を授与

振込先 三菱 UFJ 銀行　本店（店番 001）　普通口座 1660339
口座名：一般財団法人　国際協力推進協会　奨学金募金口
カナ名：ザイ）コクサイ キヨウリヨク スイシン キヨウカイ
※振込手数料はご負担をお願いしております。

●ザビエル高校（Xavier High School）とは

1952 年、ミクロネシア連邦チューク州ウエノ島にイエズス会によって設立されました。4 年制の男女共学で、生徒の数は約 150 名です。北太平洋地
域で最も著名な高校で、ミクロネシア連邦のみならず、パラオ共和国、マーシャル諸島共和国などからも生徒が集います。生徒の学業水準はこの地
域において最高水準であり、過去の卒業生には、モリ元大統領やクリスチャン元大統領をはじめ、この地域の政界・経済界のリーダーを輩出しています。

第 8 期 APIC-MCT 留学生が上智大学大学院に入学
2024 年 9 月 21 日、第８期 APIC-MCT 留学生としてミクロネシア連邦出身の

トロメイン・ジョアブさんとルーク・カルロスさんが上智大学大学院に入学しました。

トロメイン・ジョアブ さん
Ms. Trommainnee Joab

第８期 APIC-MCT 留学生

ルーク・カルロス さん
Mr. Luke Carlos

第 8 期 APIC-MCT 留学生

　カセレーリエ！私はトロメイン・クリスタベル・ジョア
ブです。私はミクロネシア連邦のガーデンアイランド、ポ
ンペイ州にあるアワック村出身です。現在は 22 歳で、上
智大学地球環境学研究科に在籍しています。学士課程
の研究ではハワイ大学ヒロ校で環境学に焦点を当てなが
ら地理の学位を取得しました。私の趣味は多岐にわたり、
音楽・ポッドキャスト鑑賞や水泳、ジャーナリング等が好
きです。
　日本への移住はとても緊張すると同時にワクワクする
ものでした。それまで住んでいたどの場所とも全く異な
る場所で、新しい冒険を始められることに胸が高鳴って
いたのです。私は人生のほとんどをポンペイで過ごし、
その後ハワイに移り、約5 年間住んでいました。そのため、
慣れ親しんだ場所から、新しい環境に馴染むことに少し
不安を感じていました。
　日本に到着してから、いくつかのカルチャーショックを
受けました。例えば、国全体が驚くほど清潔であること
や、公共のゴミ箱がほとんどないことに驚きました。ま
た、日本が現金中心の社会であることにも驚かされまし
た。最初はこのような課題があったものの、日本の豊か
な文化や伝統を学び、受け入れることができて、本当に
貴重な経験になっています。

　はじめまして。私はミクロネシア連邦のチューク出身のジジョ
セフィアナ・サクです。皆にはケイケイと呼ばれています。現在、
上智大学のグローバル・スタディーズ学部の Sophia Program for 
Sustainable Futures に所属する1 年生です。
　来日当初、大きなカルチャーショックを受けました。一度に多
くの人が電車に乗り込む光景に驚き、少し怖かったですが、今で
は慣れてきました。日本の美しさに感動しており、これからもっ
といろいろな場所を訪れたいです。
　私は毎日の通学時間を楽しんでいます。学校生活は最初は不
安でしたが、さまざまな国から来た人と出会うことができました。
学校の雰囲気はとても温かく居心地が良いです。この生活を通じ
て、自立と責任感が身についていると感じます。
　滞在中に専攻分野をしっかり学び、将来の法律関係の職に役
立てたいと考えています。また、自分の興味や関心、強みを探
求していきたいと思います。上智大学を選んだ理由は、その使命

「他者のために、他者とともに」に感銘を受けたからです。この
ことばが、私にネットワークを広げることや目標達成に向けて努
力を続けるモチベーションを与えてくれています。

　こんにちは、皆さん！私はミクロネシア連邦（FSM）出身
のジェレマイア・スリオルです。現在、上智大学の経済学部
経営学科（SPSF）に所属する1 年生です。
　上智大学を選んだ理由は、新しいことに挑戦したいと思っ
たからです。私は、多様性を重視する日本の大学生活に身
を置きたいと希望していました。これまで自分の島国を出た
ことがなかったため、異なる文化やライフスタイルを体験し
ながら、日本のビジネスの視点から経営について学びたい
と思いました。
　日本に初めて来たときは、大きなカルチャーショックを受
けました。こんなにも多くの人々に囲まれる経験はこれまで
になく、特に電車での体験は驚きました。しかし、生活を
続けるうちに徐々に慣れてきて、今ではここでの生活を楽し
んでいます。
　大学生活の中で、新しいことを探求し、体験できる機会
がたくさんあると感じています。これからも引き続き勉強に
励みながら、日本のさまざまな場所やライフスタイルを探り、
経験を積んで成長していきたいと思っています。

　カセレーリエ、そして、こんにちは。私はミクロネシア
連邦ポンペイ島出身のルーク・カルロスです。現在、上智
大学の地球環境学研究科修士課程でエネルギー安全保障
をテーマに研究しています。
　ポンペイの田舎で育った私は、地域コミュニティの生活
様式における伝統的価値観や技術を深く経験し、環境（土
地や海等の物質的なもののみならず、共存する生物や人
間含むもの）を重んじることを教えられました。私たちの
先住民の価値観は西洋の環境主義とは異なるもので、節
度と必要性の概念を強調します。
　自然と大学では海洋科学を選び、さらに地理空間情報
科学（GIS）へと関心を広げました。これは私に根付く伝
統的価値観や実践と、現代世界の技術的進歩を統合した
いという思いからでした。
　気候変動問題を考える際には、伝統と現代性の均衡を
保ちつつ、双方を重視する方法として GIS の研究の重要性
をより感じるようになりました。卒業後は気候変動の影響
を不均衡に受けている国々や植民地国に対し、エネルギー
安全保障がどのように影響するかに関する科学的理解に
貢献したいと考えています。
　私の目標を支援していただき、心から感謝いたします。
また、更に多くの学生がこのプログラムに鼓舞されること
を祈っています。
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１
．
上
智
大
学
で
の
学
び
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
な
ぜ
修
士
課
程

で
地
球
環
境
学
研
究
科
を
選
び
ま
し
た
か
？ 

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
研
究
を

し
て
い
ま
し
た
か
？

　
ま
ず
、
気
候
の
専
門
家
と
し
て
の
仕
事
や
環
境
保
護
活
動
に
直
結
す
る
、

環
境
や
気
候
研
究
の
多
彩
な
コ
ー
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
点
が
魅
力
的
で

し
た
。
さ
ら
に
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
学
生
に
対
す
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ-

Ｍ
Ｃ
Ｔ

上
智
大
学
奨
学
金
を
受
給
し
な
が
ら
、
質
の
高
い
教
育
受
け
る
機
会
に
恵

ま
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
修
士
論
文
で
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
を

例
に
、
政
策
と
実
際
の
気
候
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
戦
略
の
実
施
の
間
に
あ
る

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

２
．
学
校
生
活
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
。

　

学
問
的
な
知
見
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
世
界
各
国
か
ら
来
た
ユ
ニ
ー
ク

な
視
点
を
持
つ
多
様
な
学
生
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
忘
れ
ら
れ
な
い
経

験
と
な
り
ま
し
た
。
国
際
的
な
経
験
は
学
び
を
豊
か
に
し
、
太
平
洋
地
域

の
気
候
変
動
影
響
を
含
む
様
々
な
問
題
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、指
導
教
員
の
あ
ん
・
ま
く
ど
な
る
ど
教
授
を
は
じ
め
、

経
験
豊
富
な
教
授
陣
と
共
に
活
動
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

３
．
日
本
で
の
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　

気
候
変
動
適
応
の
た
め
の
自
然
を
基
盤
と
し
た
解
決
策
に
関
し
て
、
カ

リ
ブ
地
域
の
大
学
と
の
共
同
研
究
を
し
た
こ
と
で
す
。
気
候
変
動
が
も
た

ら
す
世
界
的
な
影
響
を
多
様
な
視
点
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
、
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
の
よ
う
な
島
国
に
適
用
可
能
な
解
決
策
を
見
つ
け
る
意
欲
が
さ
ら

に
深
ま
り
ま
し
た
。

４
．
上
智
大
学
や
日
本
に
来
て
良
か
っ
た
と
思
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

何
か
目
標
を
達
成
で
き
ま
し
た
か
。

　

学
び
の
中
で
高
度
な
学
問
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
仕
事
や
研
究

に
非
常
に
良
い
影
響
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
目
標
だ
っ
た
修
士
論
文
を

完
成
さ
せ
、
気
候
対
策
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
積
極
的
に
参
加
す

る
等
、
太
平
洋
地
域
で
気
候
学
者
や
環
境
・
社
会
保
護
の
専
門
家
と
し
て

の
キ
ャ
リ
ア
に
役
立
つ
経
験
を
積
む
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

５
．
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

今
の
目
標
は
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
政
府
の
た
め
に
、気
候
変
動
適
応
対
策
、

特
に
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム
や
災
害
リ
ス
ク
軽
減
戦
略
の
強
化
に
貢
献
す
る

こ
と
で
す
。
個
人
的
に
は
、
島
嶼
地
域
に
お
け
る
環
境
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の

促
進
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
上
智

大
学
で
学
ん
だ
ス
キ
ル
や
知
見
を
活
か
し
、
よ
り
広
範
な
気
候
適
応
政
策

に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

６
．
こ
れ
か
ら
日
本
に
留
学
す
る
学
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

留
学
と
い
う
旅
を
心
か
ら
受
け
入
れ
、
学
問
だ
け
で
な
く
、
文
化
や

人
々
、
環
境
か
ら
も
学
び
、
自
己
を
形
成
し
て
く
だ
さ
い
。
日
本
は
環
境

問
題
に
関
す
る
重
要
な
視
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
場
で
あ
り
、
知
識
と
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
を
得
ら
れ
ま
す
。日
本
で
の
学
び
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

第 6 期 APIC-MCT 留学生が上智大学大学院を卒業
2024 年 9 月 20 日、第 6 期 APIC-MCT 留学生のノーヴァー・ジュリアさんが上智大学大学院を卒業しました。

同大学院地球環境学研究科で 2 年間、勉学に励みました。

上 智 大 学 大 学 院 を 卒 業 し た 第 6 期

APIC-MCT 留学生のノーヴァーさんに、

在学中の経験や今後の目標についてイン

タビューを行いました。 （APIC による仮訳）

INTERVIEW

ノーヴァー・ジュリア さん
Mr. Nover Juria

第 6 期 APIC-MCT 留学生

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情
勢
講
演
会
　

毎
月
１
回
（
８
月
以
外
）
開
催

さ
れ
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情

勢
講
演
会
で
は
、
外
務
省
幹
部
、

在
外
大
使
な
ど
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
、
時
局
の
外
交
課
題
や

激
動
す
る
国
際
情
勢
な
ど
に
つ

い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
す
。
現
職

の
外
務
事
務
次
官
や
外
務
省
局

長
、
一
時
帰
国
中
や
退
官
直
後
の

大
使
か
ら
、
い
ま
実
際
に
進
行
中

の
国
際
情
勢
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
質
の
高
い
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
機
会
と
し
て
、
参
加
者
か

ら
の
評
価
は
極
め
て
高
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
に
鑑
み
、
２
０
２
１
年
５

月
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
配

信
も
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
は
会

場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
同
時
配
信
で
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
講
演
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
維
持
会

員
の
皆
様
に
は
自
動
的
に
ご
案

内
す
る
ほ
か
、
非
会
員
で
参
加

を
ご
希
望
の
方
に
も
ご
案
内
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
誌
裏
表
紙
に
記
載

し
て
い
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
事
務
局
の

連
絡
先
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

講演会事業

講師・演題一覧（2024 年 7 月～ 12 月実施分）

【第 408 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 6 年 7 月 25 日（木）
講師：前駐フィリピン特命全権大使　越川 和彦 氏
演題：「最近のフィリピン情勢と日比関係　
              ー歴史的転換期ー」

【第 409 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 6 年 9 月 19 日（木）
講師：前駐韓国特命全権大使　相星 孝一 氏
演題：「最近の韓国情勢および日韓関係について」

【第 410 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 6 年 10 月 17 日（木）
講師：前駐ベトナム特命全権大使　山田 滝雄 氏
演題：「最近のベトナム情勢と日越関係
               －ベトナム勤務を顧みて－」

【第 411 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 6 年 11 月 21 日（木）
講師：外務省北米局審議官　熊谷 直樹 氏
演題：「米大統領選挙と今後の日米関係」

【第 412 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 6 年 12 月 19 日（木）
講師：外務省中東アフリカ局長　安藤 俊英 氏
演題：「最近の中東情勢と日本の外交」
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18
世
紀
の
初
め
ご
ろ
、
ア
フ
リ
カ
西
岸
か

ら
カ
リ
ブ
海
、
南
米
の
東
岸
ま
で
を
股
に
か

け
て
暴
れ
ま
わ
っ
た
バ
ー
ソ
ロ
ミ
ュ
ー
・
ロ

バ
ー
ツ
（
１
６
８
２
～
１
７
２
２
年
）
と
い

う
海
賊
が
い
ま
し
た
。

　
「
カ
タ
ギ
の
仕
事
な
ん
ぞ
を
し
て
い
た
の

で
は
、
さ
ん
ざ
ん
コ
キ
使
わ
れ
て
分
け
前
も

給
料
も
ス
ズ
メ
の
涙
だ
。
海
賊
稼
業
な
ら

楽
を
し
て
好
き
な
よ
う
に
暴
れ
回
り
、
が
っ

ぽ
り
稼
い
で
腹
一
杯
喰
え
る
ぞ
。
ど
っ
ち
が

得
か
よ
く
考
え
て
み
ろ
。
危
な
い
橋
を
わ
た

る
の
が
怖
い
と
い
う
の
か
？
そ
ん
な
こ
と

は
な
い
。
太
く
短
く
と
い
う
の
が
俺
の
生
き

方
だ
」
ー
ー
こ
ん
な
言
葉
を
残
し
た
ロ
バ
ー

ツ
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
バ
ー
ト
」
の
異
名
で
も

知
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
男
は
あ
る

理
由
か
ら
、
カ
リ
ブ
海
で
バ
ル
バ
ド
ス
の
船

を
見
つ
け
る
た
び
に
、
追
い
か
け
回
し
て
ボ

コ
ボ
コ
に
や
っ
つ
け
た
と
い
う
言
い
伝
え
が

残
っ
て
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

な
ぜ
カ
リ
ブ
で
は
海
賊
が
猖し
ょ
う
け
つ獗し

た
の

か
　
「
カ
リ
ブ
海
」
と
聞
く
と
、
海
賊
を
連
想

す
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

カ
リ
ブ
に
海
賊
が
現
れ
た
の
は
16
世
紀
に

黙
認
さ
れ
て
い
た
の
で
公
然
と
掠
奪
を
お
こ

な
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
私

掠
船
が
、
し
だ
い
に
雇
い
主
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
は
な
れ
て
海
賊
を
本
業
に
す
る
よ
う
に

な
る
こ
と
も
往
々
に
し
て
あ
っ
た
と
い
わ
れ

ま
す
。
カ
リ
ブ
は
富
を
手
に
い
れ
る
た
め
に

は
手
段
を
え
ら
ば
な
い
「
や
り
た
い
放
題
の

海
」
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

バ
ー
ソ
ロ
ミ
ュ
ー
・
ロ
バ
ー
ツ
は
、
そ
ん

な
時
代
の
海
賊
で
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
・
ウ
ェ
ー

ル
ズ
生
ま
れ
の
ロ
バ
ー
ツ
は
生
涯
で
４
百
隻

も
の
船
を
襲
い
、
海
賊
史
上
で
も
っ
と
も
成

功
し
た
と
い
わ
れ
る
男
で
す
。
そ
の
ロ
バ
ー

ツ
が
目
の
か
た
き
に
し
て
い
た
の
が
バ
ル
バ

ド
ス
で
し
た
。
そ
れ
は
、
彼
が
ま
だ
海
賊
船

の
新
米
船
長
だ
っ
た
こ
ろ
、
バ
ル
バ
ド
ス
近

海
で
の
「
操
業
中
」
に
、
バ
ル
バ
ド
ス
総
督

が
派
遣
し
た
追
尾
船
に
さ
ん
ざ
ん
な
目
に
あ

わ
さ
れ
て
命
か
ら
が
ら
逃
げ
た
と
い
う
苦
い

体
験
を
し
た
か
ら
で
す
。

　

ロ
バ
ー
ツ
は
い
わ
ば
、
バ
ル
バ
ド
ス
の
天

敵
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
続
い
て
は
バ
ル

バ
ド
ス
出
身
の
海
賊
た
ち
を
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。

紳
士
海
賊
ス
テ
ィ
ー
ド
・
ボ
ネ
ッ
ト

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州

の
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
。
大
西
洋
に
の
ぞ
む
こ

の
町
に
、
ホ
ワ
イ
ト
ポ
イ
ン
ト
・
ガ
ー
デ
ン

と
い
う
公
園
が
あ
り
ま
す
。
一
画
に
小
さ
な

記
念
碑
が
あ
っ
て
、
碑
文
に
は
こ
ん
な
こ
と

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
１
７
１
８
年
の
秋
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
レ
ッ

ト
大
佐
に
よ
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
た
悪
名
高
き

〝
紳
士
海
賊
〟
ス
テ
ィ
ー
ド
・
ボ
ネ
ッ
ト
と

そ
の
配
下
の
者
た
ち
29
人
が
、
こ
の
近
く
に

お
い
て
裁
判
に
か
け
ら
れ
た
。
彼
ら
が
、
ニ

コ
ラ
ス
・
ト
ロ
ッ
ト
裁
判
長
に
よ
り
当
然
の

報
い
を
言
い
わ
た
さ
れ
た
こ
と
は
ア
メ
リ
カ

史
上
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ
づ

い
て
、
ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
総
督
に
捕

ら
え
ら
れ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ォ
ー
リ
ー
以

下
の
船
員
計
19
人
も
、
同
裁
判
長
に
有
罪
を

宣
告
さ
れ
、
絞
首
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
こ
れ

ら
の
者
ら
は
皆
、
ホ
ワ
イ
ト
ポ
イ
ン
ト
・
ガ
ー

デ
ン
外
側
に
あ
る
湿
地
の
、
干
潮
標
よ
り
上

の
部
分
に
葬
ら
れ
た
」

　

北
ア
メ
リ
カ
の
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
官
憲
に

つ
か
ま
え
ら
れ
た
海
賊
集
団
が
大
量
処
刑
さ

れ
た
と
い
う
記
録
で
す
。「
干
潮
標
よ
り
上

の
部
分
に
葬
ら
れ
た
」
と
い
う
こ
と
は
、
満

潮
に
な
れ
ば
水
に
つ
か
っ
て
し
ま
う
の
で
、

遺
体
は
じ
き
に
無
残
な
状
態
に
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

こ
の
碑
文
に
で
て
く
る
「
悪
名
高
き
紳
士

海
賊
」
ス
テ
ィ
ー
ド
・
ボ
ネ
ッ
ト
（
１
６
８
８

～
１
７
１
８
年
）
は
、
バ
ル
バ
ド
ス
生
ま
れ

の
海
賊
で
す
。

　

ボ
ネ
ッ
ト
は
バ
ル
バ
ド
ス
島
ク
ラ
イ
ス

ト
・
チ
ャ
ー
チ
教
区
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
生

家
は
砂
糖
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
所
有
す
る

裕
福
な
地
主
の
家
柄
で
し
た
。
幼
く
し
て
父

を
な
く
し
た
彼
が
海
賊
に
な
る
ま
で
の
記
録

は
あ
ま
り
残
っ
て
お
ら
ず
、
わ
か
っ
て
い
る

の
は
彼
が
「
少
佐
」
と
い
う
肩
書
き
を
も
っ

て
い
た
の
で
、
お
そ
ら
く
バ
ル
バ
ド
ス
植
民

地
民
兵
部
隊
の
士
官
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い

う
こ
と
と
、
21
歳
の
と
き
に
結
婚
し
た
と
い

う
こ
と
く
ら
い
で
す
。
妻
に
な
っ
た
の
は
、

首
邑
ブ
リ
ッ
ジ
タ
ウ
ン
の
良
家
出
身
で
あ
る

メ
ア
リ
ー
・
ア
ラ
ン
ビ
ー
と
い
う
女
性
で
し

た
。
夫
婦
の
あ
い
だ
に
は
４
人
の
子
が
生
ま

れ
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
い
け
ば
地
主
と
し
て
た
く
さ
ん

の
黒
人
奴
隷
を
つ
か
っ
て
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
経
営
し
安
楽
な
生
涯
を
お
く
っ
た
と
い

う
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ボ
ネ
ッ
ト
、
な
に
を
思
っ

た
の
か
、
結
婚
８
年
目
の
年
に
突
然
、
海
賊

に
な
る
決
心
を
し
て
逐
電
し
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
地
主
階
級
の
紳
士
（
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ

ン
）
だ
っ
た
男
が
転
身
し
て
海
賊
に
な
っ
た

の
で
「
紳
士
海
賊
」
と
あ
だ
名
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。

　

ろ
く
に
航
海
の
経
験
も
な
い
ボ
ネ
ッ
ト

が
、
ど
う
し
て
海
賊
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い

て
は
諸
説
あ
る
の
で
す
が
、有
力
な
説
は
「
異

常
に
口
や
か
ま
し
い
妻
メ
ア
リ
ー
と
の
結
婚

生
活
に
嫌
気
が
さ
し
た
か
ら
」。

　

ま
さ
か
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

１
７
２
４
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
出
版
さ
れ
た

「
も
っ
と
も
悪
名
高
き
海
賊
た
ち
の
強
奪
と

殺
人
の
歴
史
」（
略
称
：「
海
賊
史
」）
と
い

う
本
に
ち
ゃ
ん
と
そ
う
書
い
て
あ
る
の
で

す
。（
註
１
）

こ
の
本
は
、
バ
ー
ソ
ロ
ミ
ュ
ー
・

ロ
バ
ー
ツ
や
ス
テ
ィ
ー
ド
・
ボ
ネ
ッ
ト
は
じ

め
、
多
く
の
海
賊
た
ち
の
生
き
ざ
ま
を
く
わ

し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
極
悪
非
道
の
海

の
無
法
者
た
ち
」
と
い
う
後
世
の
海
賊
の
イ

メ
ー
ジ
を
創
っ
た
と
さ
れ
る
文
献
で
、
の
ち

に
有
名
な
小
説
「
宝
島
」
を
著
し
た
ロ
バ
ー

ト
・
ル
イ
ス
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
も
、
こ

の
本
を
か
な
り
参
考
に
し
た
と
い
わ
れ
ま

す
。

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
頃
、
カ
リ
ブ
や
中

南
米
は
ス
ペ
イ
ン
の
独
壇
場
で
し
た
。
ス
ペ

イ
ン
の
商
船
隊
が
独
占
的
に
運
び
だ
す
富
に

ま
ず
目
を
つ
け
た
の
は
バ
ロ
ワ
朝
時
代
の
フ

ラ
ン
ス
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
王
フ
ラ
ン
ソ
ワ
１

世
は
、
自
国
船
が
ス
ペ
イ
ン
の
船
や
島
を
襲

撃
す
る
こ
と
に
「
認
可
」
を
与
え
て
い
ま
し

た
。

　

す
こ
し
遅
れ
て
イ
ギ
リ
ス
船
や
オ
ラ
ン
ダ

船
も
ス
ペ
イ
ン
船
襲
撃
に
加
わ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

エ
リ
ザ
ベ
ス
１
世
治
下
の
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
キ
ン
ス
や
フ
ラ
ン
シ
ス
・

ド
レ
イ
ク
（
本
稿
・
第
１
部
「
珊
瑚
の
島
の

前
史
」
参
照
）
な
ど
の
武
装
船
団
が
王
室
の

後
押
し
を
う
け
て
ス
ペ
イ
ン
の
富
を
掠
奪
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
カ
リ
ブ
に
お
け
る
初

期
の
海
賊
行
為
は
、
こ
の
よ
う
に
各
国
が
ス

ペ
イ
ン
の
海
上
覇
権
に
挑
戦
す
る
た
め
に
通

商
を
妨
害
す
る
ゲ
リ
ラ
的
な
襲
撃
か
ら
は
じ

ま
り
ま
し
た
。

　

カ
リ
ブ
の
海
賊
が
黄
金
期
を
む
か
え
る
の

は
、
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
１
世
紀
後
の
17
世
紀

後
半
か
ら
18
世
紀
前
半
に
か
け
て
で
す
。
こ

の
時
期
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
力
が
衰
え
る
な

か
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
と

い
っ
た
新
興
勢
力
が
い
よ
い
よ
カ
リ
ブ
の

島
々
を
植
民
地
化
し
、
そ
こ
で
の
砂
糖
生
産

が
飛
躍
的
に
伸
び
て
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

バーソロミュー・ロバーツ

紳士海賊スティード・ボネット

APIC ウェブサイトでは、品田光彦 元駐バルバドス日本国大使寄稿の連続コラム「バルバドス　歴史の散歩道」
を配信しております。本誌では「バルバドス  歴史の散歩道（その５）」の内容を掲載しています（2021 年執筆）。

その他のコラムについては、APIC ウェブサイトをご覧ください。

寄稿：元 駐バルバドス日本国大使　品田 光彦

バルバドス  歴史の散歩道バルバドス  歴史の散歩道
その５ 第４部　海賊たちの系譜第４部　海賊たちの系譜

の
労
働
力
を
確
保
す
る
た
め
の
奴
隷
貿
易
が

さ
か
ん
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
、
カ
リ
ブ
の
あ

い
だ
で
は
、
銀
や
砂
糖
、
植
民
地
へ
の
生
活

物
資
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
領
主
が
使
う
贅

沢
品
、
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
人
奴
隷
と
い
っ
た

莫
大
な
富
を
積
ん
だ
船
が
た
え
ず
行
き
交
う

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
い
っ
ぽ
う
で
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
に
よ
る
イ

ギ
リ
ス
の
混
乱
、
３
次
に
わ
た
る
英
蘭
戦
争
、

そ
し
て
多
く
の
国
を
巻
き
込
ん
だ
ス
ペ
イ
ン

継
承
戦
争
と
い
っ
た
戦
乱
が
続
い
て
い
ま
し

た
。
こ
の
た
め
各
国
は
大
西
洋
や
カ
リ
ブ
海

を
航
行
す
る
自
国
の
商
船
や
奴
隷
船
の
警
護

ま
で
、
な
か
な
か
手
が
ま
わ
ら
な
か
っ
た
の

で
す
。

　

バ
ル
バ
ド
ス
を
は
じ
め
と
す
る
植
民
地
の

島
々
は
、
無
頼
の
徒
が
あ
や
つ
る
武
装
船
に

カ
ネ
を
は
ら
っ
て
警
護
を
た
の
む
よ
う
に
な

り
ま
す
。
彼
ら
の
多
く
は
雇
い
主
の
船
を
守

る
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
船
を
襲
う
こ
と
が



24 23APIC No.19 ・ January 2025APIC No.19 ・ January 2025

ボ
ネ
ッ
ト
の
船
出

　

海
賊
に
な
っ
た
動
機
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
紳
士
海
賊
ボ
ネ
ッ
ト
の
や
り
方
は
は
じ

め
か
ら
一
風
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
肝
腎
の
船
。
海
賊
船
と
い
う
と
、乗
っ

盗
っ
た
商
船
を
転
用
し
た
り
、
私
掠
活
動
を

し
て
い
た
船
が
本
格
的
に
海
賊
船
に
な
っ
た

り
す
る
と
い
う
の
が
ふ
つ
う
で
し
た
。
し
か

し
そ
こ
は
地
主
で
カ
ネ
が
あ
る
ボ
ネ
ッ
ト
の

こ
と
。
地
元
の
造
船
所
に
10
門
の
大
砲
を
そ

な
え
た
新
し
い
帆
船
を
発
注
し
ま
す
。

　

つ
ぎ
に
手
下
と
な
る
乗
組
員
。
海
賊
業
界

に
縁
が
な
か
っ
た
彼
に
手
下
が
い
た
は
ず
も

な
く
、
70
人
以
上
の
与
太
者
を
新
規
採
用
す

る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
報

酬
は
略
奪
品
の
分
配
と
い
う
業
界
の
慣
行
で

は
な
く
「
給
与
制
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

ど
う
も
こ
の
へ
ん
か
ら
し
て
ボ
ネ
ッ
ト
が

そ
の
後
に
た
ど
っ
た
運
命
を
暗
示
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
奥
さ
ん
か
ら
逃
げ
出
す
た
め
に

彼
が
海
賊
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
に
わ
か

に
は
信
じ
が
た
い
よ
う
な
話
で
は
あ
る
の
で

す
が
、
筆
者
は
か
な
り
信
憑
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
に
し
ろ
、

発
注
し
た
船
の
名
前
が
「
リ
ベ
ン
ジ
号
」
だ
っ

た
と
い
う
の
で
す
か
ら
。

　

と
も
か
く
、
な
ん
と
か
海
賊
と
し
て
起
業

し
た
彼
は
、
１
７
１
７
年
春
の
あ
る
日
、
夜

が
明
け
な
い
う
ち
に
カ
ー
ラ
イ
ル
湾
か
ら
ひ

そ
か
に
出
航
し
た
の
で
し
た
。

ボ
ネ
ッ
ト
と
「
黒
ひ
げ
」

　

ボ
ネ
ッ
ト
は
カ
リ
ブ
海
を
北
上
し
な
が
ら

何
隻
か
の
船
を
襲
う
こ
と
に
成
功
し
ま
す
。

し
か
も
途
中
で
わ
ざ
わ
ざ
バ
ル
バ
ド
ス
の
船

を
２
隻
襲
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
自
分
が

海
賊
と
し
て
暴
れ
ま
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
故

郷
に
知
ら
せ
る
た
め
だ
っ
た
よ
う
で
、
な
に

か
よ
ほ
ど
心
に
秘
め
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

　

こ
の
年
の
秋
、
ボ
ネ
ッ
ト
は
海
賊
の
巣
窟

だ
っ
た
バ
ハ
マ
の
ナ
ッ
ソ
ー
で
エ
ド
ワ
ー

ド
・
テ
ィ
ー
チ
と
い
う
同
業
者
に
出
会
い
ま

す
。
ボ
ネ
ッ
ト
は
そ
れ
ま
で
の
掠
奪
の
際
の

戦
闘
で
負
っ
た
怪
我
で
体
調
が
悪
か
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
リ
ベ
ン
ジ
号
の
指
揮
権
を

テ
ィ
ー
チ
に
ゆ
ず
り
、
そ
の
傘
下
に
入
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

体
調
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
し
ょ
せ
ん
は

地
主
の
家
の
ぼ
ん
ぼ
ん
育
ち
の
ボ
ネ
ッ
ト
。

荒
く
れ
の
手
下
た
ち
か
ら
も
な
め
ら
れ
、
ボ

ス
と
し
て
の
自
信
を
失
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
ぱ
っ
と
し
な
い
ヤ
ク
ザ
の
親
分
が
、も
っ

と
大
き
な
組
織
の
組
長
の
と
こ
ろ
に
身
を
寄

せ
て
客
分
に
な
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
が
、

頼
っ
た
相
手
が
悪
か
っ
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・

テ
ィ
ー
チ
の
別
名
は
「
黒
ひ
げ
」。
イ
ギ
リ

ス
の
ブ
リ
ス
ト
ル
生
ま
れ
だ
と
さ
れ
る
黒
ひ

げ
は
、
そ
の
荒
っ
ぽ
い
仕
事
ぶ
り
に
よ
っ
て

海
賊
史
上
も
っ
と
も
悪
名
高
い
男
の
ひ
と
り

で
、
後
世
、
多
く
の
小
説
や
映
画
に
も
登
場

す
る
伝
説
的
な
海
賊
で
す
。

　

黒
ひ
げ
と
ボ
ネ
ッ
ト
は
、
数
ヶ
月
の
あ
い

だ
、
カ
リ
ブ
海
北
部
を
荒
ら
し
ま
わ
っ
た
あ

と
、
北
米
カ
ロ
ラ
イ
ナ
の
イ
ギ
リ
ス
植
民
地

ま
で
足
を
の
ば
し
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
に
は
配

下
の
船
団
は
４
隻
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

歴
史
に
の
こ
る
「
チ
ャ
ー
ル
ズ
タ
ウ
ン
港

封
鎖
事
件
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
黒

ひ
げ
と
ボ
ネ
ッ
ト
が
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
の

チ
ャ
ー
ル
ズ
タ
ウ
ン
（
現
チ
ャ
ー
ル
ス
ト

ン
）
の
港
を
封
鎖
し
て
多
く
の
船
を
拿
捕
し

積
み
荷
を
強
奪
し
た
の
で
す
。
人
質
を
と
っ

て
、
町
の
当
局
に
命
じ
て
自
分
た
ち
用
の
薬

を
届
け
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
ま
で
や
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
ろ
が
ボ
ネ
ッ
ト
の
海
賊
稼
業

の
ピ
ー
ク
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
う
ま
い
こ

と
は
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
彼
は
結
局
、
黒
ひ

げ
に
裏
切
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

あ
る
と
き
ボ
ネ
ッ
ト
が
リ
ベ
ン
ジ
号
の
修

理
の
た
め
に
、
南
下
し
て
セ
ン
ト
・
ト
ー
マ

ス
島
（
当
時
デ
ン
マ
ー
ク
領
）
に
短
い
航
海

● 註 1　「海賊史」の著者はチャールズ・ジョンソンという人物です。英語で書かれた本なので
イギリス人であることはたしかなのですが、正体はよくわかっていません。チャールズ・ジョン
ソンというありふれた名前は、おそらく偽名であって、海賊たちのプロフィールを克明に描いて
いることから、この男も実は海賊だったのではないかといわれています。

● 註 2　バルバドスでは最近になって「自分の先祖は、紳士海賊ボネットが処刑されたあと彼の
未亡人と結婚した」と称する人物があらわれました。この人物によれば「ボネットが海賊になった
のは悪妻から逃げるためではなかった。ボネットが幼いころ、夫（ボネットの父親）に先立たれた
ボネットの母親が再婚した相手、つまりボネットの義父が家の財産を持ち逃げしてカロライナに逃
げたため、ボネットは義父に復讐しようと「リベンジ号」を仕立てて海賊になりカロライナを目指
したのだ」そうです（2019 年 2 月 14 日付のバルバドス日刊紙「デイリーネーション」の記事）。
しかし、これだとボネットが妻と 4 人の子供を残してまで海賊になったことが説明できないので、
筆者はやはりボネットの死後まもなく書かれた「海賊史」にある「悪妻からの逃亡説」のほうが信
用できるのではないかと考えています。

か
な
り
見
苦
し
い
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

彼
は
裁
判
で
「
部
下
た
ち
が
自
分
の
命
令
に

そ
む
い
て
勝
手
に
海
賊
行
為
を
は
た
ら
い
た

の
だ
」
と
言
い
訳
を
し
て
い
ま
す
。
無
能
な

管
理
職
の
典
型
で
す
。
死
刑
が
言
い
渡
さ
れ

て
か
ら
も
「
命
を
助
け
て
く
れ
れ
ば
二
度
と

海
賊
行
為
は
し
な
い
の
で
手
足
を
切
り
落
と

さ
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
」
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
総

督
に
助
命
を
乞
う
手
紙
を
送
っ
て
往
生
際
の

悪
い
と
こ
ろ
を
発
揮
。
そ
し
て
そ
の
年
の
12

月
10
日
、
い
よ
い
よ
絞
首
台
に
登
ら
さ
れ
る

段
に
な
る
と
、
ひ
ざ
ま
ず
い
て
泣
き
叫
び
、

面
白
半
分
に
集
ま
っ
た
野
次
馬
た
ち
に
む
し

ろ
涙
を
流
さ
せ
る
と
い
う
愁
嘆
場
を
演
じ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

結
局
、
故
郷
か
ら
遠
く
離
れ
た
サ
ウ
ス
カ

ロ
ラ
イ
ナ
で
首
吊
り
に
さ
れ
て
湿
地
帯
に

葬
ら
れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、
ふ
り
か

え
っ
て
見
れ
ば
、
よ
せ
ば
い
い
の
に
海
賊
に

な
り
、
バ
ル
バ
ド
ス
を
出
て
か
ら
最
期
を
と

げ
る
ま
で
わ
ず
か
１
年
半
。
途
中
で
部
下
か

ら
は
そ
っ
ぽ
を
向
か
れ
る
わ
、
黒
ひ
げ
の
騙

し
討
ち
に
あ
う
わ
と
、
ボ
ネ
ッ
ト
の
極
道
生

活
は
、
い
ま
ひ
と
つ
さ
え
な
い
も
の
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

そ
も
そ
も
「
異
常
に
口
や
か
ま
し
い
」
女

性
と
結
婚
し
た
り
、
悪
が
し
こ
い
黒
ひ
げ
と

組
ん
だ
り
と
、
人
を
見
る
目
も
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
い
く
ら
悪
妻
か

ボ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
タ
ウ
ン
港
封

鎖
事
件
で
面
子
を
丸
つ
ぶ
れ
に
さ
れ
怒
り
心

頭
に
発
し
て
い
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
総
督
は
、
部

下
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
レ
ッ
ト
大
佐
に
追
撃
を

命
じ
ま
し
た
。
相
棒
の
黒
ひ
げ
は
と
う
に
い

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
、
ボ
ネ
ッ

ト
は
リ
ベ
ン
ジ
号
１
隻
で
圧
倒
的
に
優
勢
な

サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
植
民
地
軍
と
対
峙
す
る

ハ
メ
に
お
ち
い
り
ま
す
。

　

勝
敗
は
は
じ
め
か
ら
明
ら
か
で
し
た
。

レ
ッ
ト
大
佐
指
揮
下
の
兵
士
た
ち
が
リ
ベ
ン

ジ
号
に
乗
り
込
ん
で
く
る
と
、
ボ
ネ
ッ
ト
は

手
下
た
ち
に
船
底
の
火
薬
庫
を
爆
破
す
る
こ

と
を
命
じ
ま
す
。
し
か
し
、
す
で
に
戦
意
喪

失
し
て
い
た
手
下
た
ち
は
応
じ
ず
、
白
旗
を

あ
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
捕
ま
え

ら
れ
た
ボ
ネ
ッ
ト
一
味
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
タ

ウ
ン
に
連
行
さ
れ
ま
す
。

　

例
の
ホ
ワ
イ
ト
ポ
イ
ン
ト
・
ガ
ー
デ
ン
の

碑
文
に
記
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ボ
ネ
ッ

ト
と
手
下
た
ち
に
は
絞
首
刑
が
宣
告
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
時
の
ボ
ネ
ッ
ト
の
振
る
舞
い
は

を
し
た
あ
と
戻
っ
て
来
る
と
、
手
ぐ
す
ね
を

引
い
て
待
っ
て
い
た
黒
ひ
げ
は
、
リ
ベ
ン
ジ

号
の
積
み
荷
を
奪
い
取
り
、
船
員
の
大
部
分

も
引
き
連
れ
て
、
ボ
ネ
ッ
ト
を
置
き
去
り
に

し
て
逃
走
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。
私
掠

船
の
ヒ
ラ
船
員
か
ら
た
た
き
上
げ
て
き
た
黒

ひ
げ
に
と
っ
て
は
ボ
ネ
ッ
ト
な
ど
素
人
も
同

然
。
は
じ
め
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
機
会
を
う

か
が
っ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
「
こ
い
つ

と
組
ん
で
い
た
の
で
は
こ
の
さ
き
足
手
ま
と

い
に
な
る
だ
け
だ
」
と
考
え
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

ボ
ネ
ッ
ト
は
仕
方
な
く
、
残
さ
れ
た
わ
ず

か
な
手
下
を
リ
ベ
ン
ジ
号
に
乗
せ
て
出
帆
し

ま
す
。
け
れ
ど
も
積
み
荷
は
す
べ
て
黒
ひ
げ

に
持
ち
逃
げ
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
北

ア
メ
リ
カ
の
大
西
洋
岸
で
ケ
チ
な
掠
奪
を
し

な
が
ら
、
な
ん
と
か
食
い
つ
な
い
で
い
ま
し

た
。

ボ
ネ
ッ
ト
の
末
路

　

翌
１
７
１
８
年
の
夏
、
リ
ベ
ン
ジ
号
が

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
の
ケ
ー
プ
フ
ィ
ア
河
口

に
停
泊
し
て
ハ
リ
ケ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
が
過
ぎ

る
の
を
待
っ
て
い
た
と
き
の
こ
と
。

　

彼
の
居
場
所
が
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
植
民

地
の
ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
総
督
の
知
る

と
こ
ろ
と
な
り
ま
す
。
先
だ
っ
て
黒
ひ
げ
と黒ひげ

ボネット処刑のようす

ら
逃
げ
る
た
め
と
は
い
え
、
な
に
も
海
賊
に

な
ら
な
く
と
も
、
奥
さ
ん
の
言
う
こ
と
を
聞

き
流
す
こ
と
に
す
る
と
か
、
お
金
を
も
っ
て

ど
こ
か
に
逃
げ
る
と
か
、
他
に
や
り
よ
う
は

い
く
ら
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ

と
も
よ
ほ
ど
自
暴
自
棄
に
な
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
と
、
筆
者
は
ボ
ネ
ッ

ト
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
う
ち
に
、
な
ぜ
か

身
に
つ
ま
さ
れ
て
切
な
い
気
持
ち
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
し
た
。（
註
２
）

　

と
こ
ろ
で
、
可
哀
想
な
ボ
ネ
ッ
ト
を
裏

切
っ
た
黒
ひ
げ
は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？

　

黒
ひ
げ
は
そ
の
後
も
北
米
大
陸
南
部
の
イ

ギ
リ
ス
植
民
地
沿
岸
を
荒
ら
し
ま
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
結
局
は
バ
ー
ジ
ニ
ア

近
海
で
植
民
地
官
憲
の
船
隊
に
追
い
詰
め
ら

れ
、
船
上
の
白
兵
戦
で
壮
絶
な
最
期
を
と
げ

ま
す
。
彼
の
死
体
の
胴
体
は
海
に
投
げ
捨
て

ら
れ
、
首
は
バ
ー
ジ
ニ
ア
軍
船
の
舳
先
に
さ

ら
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ボ
ネ
ッ
ト
が

処
刑
さ
れ
る
20
日
ほ
ど
前
の
こ
と
で
し
た
。

　（
第
４
部
「
海
賊
た
ち
の
系
譜
（
続
き
）」
に

続
く
）

（
本
稿
は
筆
者
の
個
人
的
な
見
解
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
り
、
筆
者
が
属
す
る
組
織
の
見
解
を
示
す
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）
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（
２
）
太
平
洋
諸
国
・
記
者
招
待
計
画
【
実
施
】

　

毎
年
10
月
頃
に(

公
財)

フ
ォ
ー
リ
ン
・
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
太
平
洋
の
記
者
を

招
待
し
、
カ
リ
ブ
諸
国
・
記
者
招
待
計
画
と
一
体
の
事
業
と

し
て
、
有
力
記
者
を
招
待
し
て
、
我
が
国
の
環
境
保
護
、
防

災
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら

い
、
我
が
国
の
現
状
に
つ
い
て
の
広
報
を
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で

行
っ
て
も
ら
う
も
の
で
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
、
フ
ロ
イ
ド
・
タ
ケ
ウ
チ
氏
と
ド
ー
ン
・
マ
タ

ス
氏
の
２
名
に
も
本
計
画
に
参
画
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
本

年
度
は
、
太
平
洋
か
ら
は
記
者
３
名
（
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
バ

ヌ
ア
ツ
、
グ
ア
ム
）
を
招
待
し
た
。

（
３
）
太
平
洋
諸
国
・
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画
【
実
施
】

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
に
よ
る
に
よ
る
渡
航
制
限
の
解
除
が
進

ま
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
招
待
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
が
難
し
く
、
昨
年
度
ま
で
実
施
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、

本
年
度
か
ら
再
開
し
、
以
下
の
１
グ
ル
ー
プ
３
名
を
招
待
し

た
。

①
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
三
カ
国
若
手
リ
ー
ダ
ー
３
名

　

２
０
２
２
年
７
月
31
日
か
ら
８
月
８
日
の
日
程
で
、
パ
ラ

オ
共
和
国
の
人
的
資
源
・
文
化
・
観
光
・
観
光
省
よ
り
レ
イ

モ
ン
ド
・
オ
ー
ガ
ス
ト
氏
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
のSteady 

Palm
s

（
同
地
域
のIT
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業
）
よ
り
ヨ
ウ
タ
・
オ
ウ
エ
氏
、
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
の
海
洋
資
源
局
保
護
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
オ
フ
ィ
ス
よ
り
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
・
ゼ
ベ
デ
ィ
氏
の
３
名
を

招
待
。
人
的
資
源
・
環
境
保
全
等
の
観
点
か
ら
視
察
を
行
っ

た
。

（
４
）
太
平
洋
環
境
セ
ミ
ナ
ー
【
実
施
】

　

２
０
１
５
年
７
月
31
に
上
智
大
学
と
共
催
で
「
太
平
洋
地

域
に
お
け
る
環
境
保
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
て
以

来
、
環
境
セ
ミ
ナ
ー
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
パ
ラ
オ
、
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
ポ
ン
ペ
イ
州
、
サ
モ
ア
と

太
平
洋
地
域
で
の
開
催
に
続
き
、
今
回
、
太
平
洋
地
域
で
５

回
目
と
な
る
セ
ミ
ナ
ー
を
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
チ
ュ
ー
ク

州
で
開
催
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
の
影
響
で
渡
航
計
画
が
立
て

ら
れ
ず
、
派
遣
す
る
講
師
の
予
定
も
考
慮
し
て
、
延
期
と

な
っ
て
い
た
も
の
。

　

上
智
大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
研
究
科 

織
朱
實
教
授
の
の

基
調
講
演
の
後
、
上
智
大
学
ア
イ
ラ
ン
ド
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
研
究
所
長
・
大
学
院
地
球
環
境
学
研
究
科 

あ
ん
・
ま

く
ど
な
る
ど
教
授
を
モ
デ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

令和 5 年度
（2023年度）

（令和5年7月1日～令和6年6月30日まで）

事業報告書
【簡略版】

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
チ
ュ
ー
ク
州
が
抱
え
る
問
題
点
に
つ

い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
会
場
に
は
、
約
30
名
の
参

加
者
が
あ
り
、
上
下
水
道
関
係
者
の
ほ
か
、
近
隣
の
中
学
・

高
校
生
も
８
～
９
名
が
参
加
し
て
お
り
、
若
い
人
に
対
す
る

啓
蒙
の
機
会
と
な
っ
た
。

ま
た
、
本
計
画
に
合
わ
せ
て
、
チ
ュ
ー
ク
州
の
そ
の
他
場
所

と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
ポ
ン
ペ
イ
州
と
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共

和
国
も
訪
問
し
、
各
機
関
の
視
察
を
行
い
、
現
地
で
の
活
動

に
つ
い
て
説
明
受
け
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

（
５
）
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
・
Ｍ
Ｃ
Ｔ
協
力
事
業
（
上
水
道
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
【
実
施
】

　

今
年
度
は
Ｍ
Ｃ
Ｔ
か
ら
下
記
１
件
の
要
請
が
あ
っ
た
た
め

実
施
し
た
。

①
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州
オ
ネ
イ
地
区 

貯
水
タ
ン

ク
設
置
事
業

チ
ュ
ー
ク
州
の
オ
ネ
イ
島
に
は
、
８
つ
の
村
が
あ
り
、
住
民

８
３
８
人
が
住
ん
で
い
る
が
、
飲
料
水
を
雨
水
に
依
存
し
て

い
る
た
め
、
貯
水
タ
ン
ク
を
設
置
し
て
安
定
的
な
水
の
確
保

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
。
１
０
０
０
ガ
ロ
ン
の
貯
水
タ
ン
ク

を
各
村
に
設
置
（
計
８
基
）
す
る
も
の
で
、
州
都
の
チ
ュ
ー

ク
で
タ
ン
ク
を
調
達
し
て
、
住
民
が
オ
ネ
イ
に
搬
送
、
設
置

し
よ
う
と
す
る
も
の
。
全
体
で
、
２
万
ド
ル
の
要
請
が
あ
っ

た
が
、
本
年
度
予
算
計
上
の
範
囲
内
で
の
支
援
を
行
う
こ
と

と
し
、
昨
年
度
で
１
万
ド
ル
の
支
援
、
本
年
度
で
残
り
の

１
万
ド
ル
の
支
援
を
実
施
し
た
。

（
６
）
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
Ｍ
Ｃ
Ｔ
と
の
協
力
事
業
（
大
学
院
生
支

援
）
【
実
施
】

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
自
然
保
護
基
金
（M

icronesia 
Conservation Trust

：
以
下
Ｍ
Ｃ
Ｔ
）
と
の
連
携
協
定
に
基

づ
き
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
の
推
薦
に
よ
り
毎
年
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
３
カ
国
か

ら
留
学
生
１
～
２
名
を
受
入
れ
、
上
智
大
学
大
学
院
地
球
環
境

学
研
究
科
で
修
士
号
を
取
得
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
長
期
的
観

点
か
ら
環
境
関
連
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
支
援
を
目
的
と
し
て

お
り
、
２
０
１
７
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
以
降
、
既
に
９
名
が

卒
業
、
現
在
で
は
１
名
の
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
を
持
ち

な
が
ら
、
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
２
０
２
４
年
９
月
に
１
名
が

卒
業
し
、
２
名
が
入
学
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

（
７
）
上
智
大
学 Island Sustainability 

研
究
所
と
の
共

同
事
業
【
新
規
】

　

上
智
大
学
が
、
２
０
２
２
年
に
島
嶼
部
や
島
嶼
国
が
良

質
な
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る
ス
キ
ー
ム
の
創
成
を
目
指
し
国

内
外
を
対
象
と
し
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
有
す
るIsland 

Sustainability

研
究
所
を
設
立
し
た
。
同
研
究
所
の
活
動
と

し
て
、
２
０
２
３
年
９
月
27
日
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「ISLAN

D
 

SU
STAIN

ABILITY2030

」
を
上
智
大
学
で
主
催
、
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｃ
が
支
援
し
た
。
参
加
者
は
太
平
洋
・
カ
リ
ブ
島
嶼
国
の
大

使
や
大
使
館
職
員
、
上
智
大
学
の
学
生
等
約
１
０
０
名
で
、

熱
心
に
議
論
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
２
０
２
３
年
９
月
29

日
、
島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
に
て
、
上
智
大
学
・
海
士
町
の

共
催
に
よ
る
交
流
座
談
会
『
隠
岐
、
そ
し
て
、
世
界
の
島
の

持
続
的
な
発
展
の
た
め
に
～
大
切
に
す
べ
き
も
の
は
、
そ
し

て
、
何
を
残
す
の
か
？
』
が
開
催
さ
れ
、
30
名
を
超
え
る
参

加
者
と
と
も
に
活
発
に
議
論
が
行
わ
れ
た
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
一

連
の
行
程
に
係
る
交
通
費
等
を
支
援
し
た
。

２
．
日
・
カ
リ
ブ
友
好
協
力
事
業

（
１
）
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
・
大
学
生
招
待
計
画
【
延
期
】

　

毎
年
１
月
に
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
（
Ｕ
Ｗ
Ｉ
）
の
学
生
を

太
平
洋
諸
国
の
大
学
生
と
同
時
に
招
待
し
た
。
カ
リ
ブ
地
域

か
ら
は
、
５
名
（
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
バ
ル
バ
ド
ス
、
ト
リ
ニ

ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
、
ア
ン
テ
ィ
グ
ア
・
バ
ー
ブ
ー
ダ
、
セ
ン

ト
ル
シ
ア
）
の
学
生
を
招
待
し
た
。
（
内
容
は
、
太
平
洋
事

業
（
１
）
参
照
。
）

（
２
）
カ
リ
ブ
諸
国
・
記
者
招
待
計
画
【
実
施
】

　

毎
年
10
月
頃
に(

公
財)

フ
ォ
ー
リ
ン
・
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
の

協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
る
。
本
年
は
、
カ
リ
ブ
の
記
者
１

名
（
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
）
を
招
待
し
太
平
洋
諸
国
・

記
者
招
待
計
画
と
一
体
の
事
業
と
し
て
実
施
し
た
。
（
内
容

は
、
太
平
洋
事
業
（
２
）
参
照
。
）

（
３
）
カ
リ
ブ
諸
国
・
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画
【
実
施
】

　

本
年
は
、
以
下
の
１
グ
ル
ー
プ
、
合
計
５
名
を
招
待
し
た
。

①
バ
ル
バ
ド
ス
国
民
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
・
高
齢
者
問
題
大

臣
（
同
行
者
４
名
）

　

２
０
２
３
年
11
月
５
日
か
ら
13
日
ま
で
、
バ
ル
バ
ド
ス
か

ら
カ
ー
ク
・
ハ
ン
フ
リ
ー
国
民
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
・
高
齢

者
問
題
大
臣
を
招
待
し
た
。
大
臣
に
は
、
国
民
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
・
高
齢
者
問
題
省
の
ジ
ェ
フ
・
ウ
ィ
ル
シ
ャ
ー
事
務

次
官
、
コ
リ
ー
ン
・
ワ
ル
コ
ッ
ト
国
家
高
齢
者
支
援
委
員
会

局
長
、
及
び
、
デ
ボ
ラ
・
ノ
ー
ヴ
ィ
ル
福
祉
局
局
長
と
Ｎ
Ｇ

Ｏ
で
あ
る
バ
ル
バ
ド
ス
退
職
者
組
合
の
マ
リ
リ
ン
・
ラ
イ
ス

ボ
ー
エ
ン
会
長
の
計
４
名
が
同
行
し
た
。
日
本
と
同
様
、
少

子
高
齢
化
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
バ
ル
バ
ド
ス
の
状
況
に
鑑

み
、
福
嶌
香
代
子
駐
バ
ル
バ
ド
ス
日
本
国
大
使
に
よ
る
提
案

１
．
太
平
洋
島
嶼
国
開
発
協
力
事
業

（
１
）
太
平
洋
諸
国
・
大
学
生
招
待
計
画
【
実
施
】

　

毎
年
１
月
に
太
平
洋
諸
国
か
ら
数
名
の
大
学
生
を
招
待

し
、
上
智
大
学
の
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム January Session in 

Japanese Studies

に
参
加
さ
せ
、
併
せ
て
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る

文
化
交
流
活
動
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
き
て
お
り
、
昨
年
度

は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
の
影
響
でJanuary Session

が
オ
ン

ラ
イ
ン
実
施
と
な
っ
た
こ
と
で
、
日
本
で
の
対
面
授
業
及
び

様
々
な
体
験
が
日
本
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
寄
与

す
る
こ
と
に
期
待
し
、
対
面
で
予
定
さ
れ
て
い
た
２
０
２
３

年
７
月
実
施
のSum

m
er Session

で
の
実
施
に
変
更
し
た
。

　

本
年
度
は
太
平
洋
か
ら
は
、
３
名
（
ナ
ウ
ル
、
パ
ラ
オ
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
）
の
学
生
を
招
待
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と

し
て
提
供
す
る
週
末
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
都
内
・
横
浜

観
光
、
ま
た
株
式
会
社
エ
ヌ
ア
イ
デ
イ
の
協
力
の
も
と
、
千

葉
県
香
取
市
佐
原
を
訪
れ
、
現
地
の
高
校
生
と
交
流
。
そ
の

後
「
佐
原
の
大
祭 

夏
祭
り
」
に
参
加
し
日
本
文
化
に
触
れ
る

機
会
を
提
供
し
た
。

　

な
お
、
本
事
業
は
、
日
・
カ
リ
ブ
友
好
協
力
事
業
の
西
イ

ン
ド
諸
島
大
学
学
生
招
待
計
画
と
趣
旨
が
同
じ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
一
体
の
事
業
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
異
な
る
地
域

の
学
生
が
一
堂
に
会
し
て
学
び
、
共
に
生
活
し
、
意
見
交
換

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
も
あ
り
、
参
加
者
か

ら
は
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
と
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

※本誌では簡略版を掲載しています。
詳細につきましては APIC ホームページをご覧ください。

評 議 員
評 議 員
評 議 員
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評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員

石堂　一成	 東京コンサルティング株式会社　代表取締役社長

坂本　吉弘	 一般財団法人安全保障貿易情報センター　顧問（最終官職：通商産業審議官）

炭谷　茂	 社会福祉法人恩賜財団済生会　理事長（最終官職：環境省　事務次官）

島内　憲	 元 駐ブラジル連邦共和国特命全権大使

高原　明生	 東京女子大学　特別客員教授

廣野　良吉	 成蹊大学　名誉教授

本多　義人	 東神インターナショナル株式会社　名誉会長

蓑田　秀策	 一般財団法人 100 万人のクラシックライブ　代表理事

理 事 長
常 務 理 事 代 行
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
監 事
監 事

重家　俊範	 （最終官職：外務省　駐大韓民国特命全権大使）

側嶋　秀展	 （最終官職：外務省　駐ミクロネシア連邦特命全権大使）

荒木　恵	 一般財団法人国際協力推進協会（APIC）　事務局長（最終官職：財務省　国際局付派遣職員（アジア開発銀行職員））

今野　秀洋	 一般財団法人貿易・産業協力振興財団　理事長（最終官職：経済産業審議官）

鳥飼　玖美子	 立教大学　名誉教授

村上　洋	 元 東レ株式会社 取締役／元 味の素株式会社 監査役

山本　達也	 エーオンジャパン株式会社　代表取締役社長

金成　憲道	 元 ドイツ証券株式会社　取締役会長

吉川　英一	 元 株式会社三菱 UFJ 銀行　副頭取

（2024 年 12 月 20 日現在）APIC 役員名簿
 役員

 評議員

及
び
在
バ
ル
バ
ド
ス
日
本
大
使
館
を
通
じ
た
調
整
を
踏
ま
え

実
施
。

（
４
）
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
・
副
総
長\

学
長
招
待
計
画

【
延
期
】

　

過
去
に
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
（
Ｕ
Ｗ
Ｉ
）
の
副
総
長
及
び

各
分
校
（
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和

国
、
バ
ル
バ
ド
ス
）
学
長
３
名
を
同
時
に
招
待
す
る
予
定
が

あ
っ
た
が
、
日
程
の
調
整
が
難
し
い
た
め
、
順
次
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
平
成
28
年
度
に
ケ
ー
ブ
ヒ
ル
校
学
長
、
平
成
29

年
度
に
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
校
学
長
、
昨
年
度
（
令

和
４
年
度
）
に
再
び
ケ
ー
ブ
ヒ
ル
校
学
長
を
招
待
。
本
年
度

は
、
未
実
現
と
な
っ
て
い
る
Ｕ
Ｗ
Ｉ
の
副
総
長
の
訪
日
を
実

現
す
べ
く
、
在
ジ
ャ
マ
イ
カ
日
本
大
使
館
と
調
整
に
当
た
っ

た
が
、
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
。

（
５
）
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学 

大
学
院
生
支
援
【
新
規
】

　

カ
リ
ブ
地
域
の
環
境
問
題
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
の
観
点

か
ら
、
２
０
２
２
年
に
在
バ
ル
バ
ド
ス
日
本
大
使
館
の
協

力
も
受
け
、
Ｕ
Ｗ
Ｉ
、
上
智
大
学
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
三
者
間
の

協
定
を
締
結
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｕ
Ｗ
Ｉ
の
学
長
推
薦
１
名
を

毎
年
上
智
大
学
地
球
環
境
学
研
究
科
で
修
士
号
を
取
得
さ
せ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
カ
リ
ブ
地
域
の
環
境
問
題
に
関
し
て
取
り

組
み
、
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
支
援
を
目
的

と
し
て
お
り
、
２
０
２
３
年
秋
に
は
Ｕ
Ｗ
Ｉ
ケ
ー
ブ
ヒ
ル
校

の
卒
業
生
が
１
期
生
と
し
て
同
研
究
科
に
入
学
し
在
学
中
。

２
０
２
４
年
９
月
に
は
２
期
生
１
名
の
入
学
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

（
６
）
上
智
大
学 Island Sustainability 

研
究
所
と
の
共

同
事
業
【
新
規
】

　

趣
旨
は
太
平
洋
事
業
（
７
）
と
同
様
に
実
施
し
た
。

（
７
）
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
支
援
【
予
備
費
実
施
】

　

下
記
、
２
件
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
支
援
し
た
。

①
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国

　

２
０
２
３
年
11
月
17
日
に
、
在
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ

日
本
国
大
使
館
・
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
（
Ｕ
Ｗ
Ｉ
）
セ
ン

ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
校
言
語
学
習
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で

実
施
さ
れ
た
第
６
回
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
、
昨

年
同
様
、
協
賛
と
い
う
形
式
で
、
現
地
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ

ン
の
ギ
フ
ト
券
を
賞
品
と
し
て
提
供
し
、
支
援
を
行
っ
た
。

大
変
賑
わ
い
の
あ
る
大
会
と
な
っ
た
。

②
ジ
ャ
マ
イ
カ

　

２
０
２
４
年
６
月
８
日
に
、
在
ジ
ャ
マ
イ
カ
日
本
国
大
使

館
・
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
（
Ｕ
Ｗ
Ｉ
）
の
共
催
で
実
施
さ
れ

た
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
４
に
、
協
賛
と
い

う
か
た
ち
で
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
賞
品
と
し
て
日
本
語
の
本
や

日
本
文
化
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
グ
ッ
ズ
支
援
を
行
っ
た
。

当
日
は
渥
美
恭
弘
在
ジ
ャ
マ
イ
カ
日
本
大
使
、
Ｕ
Ｗ
Ｉ
ヴ
ィ

ロ
リ
ア
現
代
語
・
文
学
部
学
科
長
が
出
席
し
た
ほ
か
、
80
名

ほ
ど
の
観
客
が
あ
っ
た
。

（
８
）
ジ
ャ
マ
イ
カ
外
務
・
貿
易
大
臣
歓
迎
昼
食
【
新
規
・
予

備
費
実
施
】

　

２
０
２
４
年
２
月
７
日
、
外
務
省
中
南
米
局
カ
リ
ブ
室
か

ら
の
要
請
に
よ
り
、
外
務
省
賓
客
と
し
て
来
日
し
た
ジ
ャ
マ

イ
カ
の
カ
ミ
ナ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
＝
ス
ミ
ス
外
務
・
貿
易
大
臣

の
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
主
催
歓
迎
昼
食
会
を
開
催
し
た
。

３
．
国
際
協
力
に
関
す
る
講
演
事
業

（
１
）
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情
勢
講
演
会
【
継
続
】

　

令
和
５
年
度
も
外
務
事
務
次
官
、
外
務
審
議
官
、
局
長
ク

ラ
ス
の
幹
部
を
講
師
と
し
て
招
き
、
国
際
情
勢
、
外
交
、
経

済
に
関
す
る
講
演
と
意
見
交
換
会
を
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で

実
施
し
た
。

（
２
）
国
際
協
力
懇
話
会
【
継
続
】

　

３
年
振
り
と
な
る
不
定
期
開
催
、
少
人
数
を
対
象
と
し
た

国
際
協
力
懇
話
会
を
如
水
会
館
に
て
２
回
実
施
し
た
。

　
４
．
留
学
生
奨
学
金
事
業
【
継
続
】

　

ザ
ビ
エ
ル
高
校
（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州
）

は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
み
な
ら
ず
、
パ
ラ
オ
、
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
の
最
優
秀
の
生
徒
が
入
学
す
る
高
校
で
、
イ
エ

ズ
ス
会
が
運
営
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
上
智
大
学
と
協
力
し
て
本

「
留
学
生
制
度
」
を
開
始
。

　

当
該
留
学
生
協
定
に
基
づ
き
、
２
０
１
４
年
か
ら
留
学
生
の

支
援
を
開
始
、
既
に
６
名
の
卒
業
生
を
出
し
、
現
在
３
名
の
学

生
が
在
籍
し
て
い
る
。
２
０
２
４
年
９
月
に
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

連
邦
か
ら
２
名
の
留
学
生
が
入
学
予
定
で
あ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と

し
て
は
今
後
も
募
金
活
動
を
積
極
化
す
る
と
と
も
に
、
留
学
生

に
対
す
る
生
活
費
等
の
支
給
を
含
め
留
学
の
支
援
を
行
っ
て
い

く
。

（
な
お
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
旅
費
、
生
活
費
を
負
担
、
上
智
大
学

は
学
費
、
寮
費
を
負
担
。
）



APIC では維持会員（法人会員・個人会員）を募集しております。

APIC 維持会員の皆様には毎月開催される外務省幹部・大使等による APIC 早朝国際情勢講演会
を自動的にご案内するほか、非会員で参加をご希望の方にもご案内を行っています。

詳細につきましては、APIC 事務局にご照会ください。

お問い
合わせ

場  所

時  間

The Okura Tokyo  会議場

午前 8:30 ～ 10:00（朝食付き）
TEL: 03-5577-2900

EMAIL: apicinfo@apic.or.jp
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